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◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像�

２００８年　市制５０周年�

あなどれません。町田�

　
　

月　

日
、
市
内
の
企
業
、
各

１１

２８

種
団
体
及
び
市
で
構
成
さ
れ
る
町

田
市
市
制　

周
年
記
念
事
業
実
行

５０

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
長
で
あ
る
石
阪
市
長
に
よ
る
あ

い
さ
つ
の
後
、
実
行
委
員
会
の
会

則
、
役
員
の
選
任
、
２
０
０
７
年

度
事
業
計
画
及
び
予
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
記
念
事
業

の
実
施
に
向
け
た
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
一
丸
と
な
っ
て
市
制　

周
５０

年
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
詳
細
は
、
町
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１

０
３

　
　

月　

日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー

１１

２０

ラ
ム
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席

の
も
と
で
開
催
さ
れ
た
地
方
自
治

法
施
行　

周
年
記
念
式
典
（
総
務

６０

省
主
催
）
に
お
い
て
、
玉
川
学
園

町
内
会
が
「
地
方
自
治
法
施
行　
６０

周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
（
団
体

表
彰
）
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
町
内
会
は
会
員
世
帯
数
４
０

０
０
を
数
え
る
市
内
最
大
の
町
内

会
で
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
地
域

資
源
回
収
活
動
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を
は
じ
め
、
地
域
の
課
題

で
あ
っ
た
交
通
問
題
の
解
決
に
向

け
、
バ
ス
事
業
者
・
町
田
市
と
協

働
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入

に
取
り
組
み
、
運
行
条
件
の
整

備
、
バ
ス
停
設
置
の
合
意
形
成
、

利
用
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
幅
広
い
役

割
を
担
い
、
バ
ス
運
行
を
成
功
さ

せ
た
点
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。

市市制制５５００周周年年記記念念事事業業
実行委員会実行委員会がが設設立立さされれままししたた

電子申請を
ご利用下さい

□問 市民課住民記録係

11７２４・２１２３

基本構想（案）が報告されました

玉
川
学
園
町
内
会
が

玉
川
学
園
町
内
会
が

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

市
教
育
委
員
会
で
は　

月
６

１１

日
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
保

護
者
・
市
民
・
学
校
関
係
者
を
対

象
に
「
東
京
都
教
育
の
日
」
講
演

会
「
学
校
と
家
庭
、
地
域
が
協
力

し
て
子
供
た
ち
に
伝
え
る
べ
き
こ

と
〜
町
田
市
の
小
中
一
貫
教
育
の

取
組
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
小
・
中
一

貫
教
育
に
関
す
る
説
明
を
し
た
後

に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
学
識
経

験
者
や
学
校
、
保
護
者
、
地
域
の

代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意

見
を
述
べ
る
な
ど
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

□問
 

指
導
課
11
７
２
４
・
２
１
５
４

　
　

月　

日
に
町
田
市
鶴
川
駅
前

１１

１９

公
共
施
設
建
設
調
整
会
議
（
以

下
、
調
整
会
議
）
の
倉
田
会
長
か

ら
『
鶴
川
駅
前
公
共
施
設
基
本
構

想（
案
）』
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
構
想
（
案
）
は
、
利

用
者
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
に

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
検

討
を
行
い
、
調
整
会
議
が
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　

市
は
報
告
を
受
け
、
基
本
構
想

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
基
本

構
想
に
対
す
る
市
民
意
見
の
募
集

を
行
い
、
調
整
会
議
、
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
検
討
を
進
め
、
基

本
計
画
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
意
見
の
募
集
に
つ

い
て
は
、
後
日
本
紙
及
び
町
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

検
討
経
過
の
詳
細
は
、
町
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ト
ピ
ッ
ク

ス
か
ら
入
れ
ま
す
）
。

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１

０
３

鶴
川
駅
前

鶴
川
駅
前

公
共
施
設

 

公
共
施
設

基
本
構
想

基
本
構
想
をを

策
定
し
ま
し
た

策
定
し
ま
し
た

１１月２８日に報告のため、市長を訪れました

　

現
在
、
各
行
政
機
関
で
は
、

電
子
申
請
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
予

め
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
入
手

し
、
電
子
証
明
書
の
付
与
が
必
要

と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

取
得
す
る
に
は

　

対
象
者
は
、
町
田
市
内
に
住
民

登
録
の
あ
る
日
本
国
籍
の
方
で

す
。

①
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
」
に
、
本
人
確
認
の
書
類

と
、
写
真
付
き
カ
ー
ド
希
望
の
場

合
の
み
写
真
１
枚
（
縦
４
・
５
㎝

×
横
３
・
５
㎝
で
縁
な
し
、
無
背

景
で
、
６
か
月
以
内
に
撮
影
さ
れ

た
も
の
。
ス
ナ
ッ
プ
不
可
）
を
添

え
て
市
民
課
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー

で
申
請
し
て
下
さ
い
。

※
申
請
は
郵
送
で
も
可
能
で
す
。

②
カ
ー
ド
作
成
後
、
「
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
兼
照
会

書
」
を
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

③
ご
本
人
が
、
通
知
書
で
指
定
さ

れ
た
窓
口
で
「
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
交
付
通
知
書
兼
照
会
書
」
と

「
申
請
の
際
に
提
出
さ
れ
た
旅
券

・
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
（
原
本
）
」
を
持
参
し
て
カ

ー
ド
を
受
領
し
ま
す
。

※
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
つ
き
身

分
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
で
、
市

役
所
市
民
課
で
申
請
さ
れ
る
方

は
、
即
日
交
付
が
可
能
で
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効

期
限
は　

年
間
で
す
。
た
だ
し
、

１０

市
外
に
転
出
し
た
時
は
無
効
に
な

り
ま
す
。

※
交
付
手
数
料
は
５
０
０
円
で

す
。

電
子
証
明
書
の
発
行
を

受
け
る
に
は

　

対
象
者
は
、
町
田
市
内
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
を
所
有
し
て
い
る
方
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
本
庁

舎
１
階
の
市
民
課
ま
で
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
と
官
公
署
発
行
の

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
（
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
顔
写
真
付

き
の
様
式
の
場
合
は
不
要
）
を
お

持
ち
下
さ
い
。

※
電
子
証
明
書
は
３
年
間
有
効
で

す
が
、
氏
名
・
住
所
・
性
別
・
生

年
月
日
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は

無
効
に
な
り
ま
す
。

※
電
子
証
明
書
発
行
手
数
料
は
５

０
０
円
で
す
。

「
東
京
都

「
東
京
都

教
育
の
日
」

教
育
の
日
」

講講
演演
会会
がが

開開
催催
ささ
れれ
まま
しし
たた

２０
０８年は市制５０周年２０
０８年は市制５０周年

キャッチフレーズは�

あなどれません。町田�
キャッチフレーズは�

あなどれません。町田�

年末・年始のごみ収集お間違いの
ないように

集積所に日程表を
掲示します

　年末・年始のごみ収集の日程は下表のとおりになります。最終収集日を過ぎて
から出されたごみは、年始まで収集できません。各集積所に日程表を掲示します
ので確認して下さい。 
　年末･年始はごみの量が多いため、通常の収集時間帯と異なる場合があります。

特別指定団体地区　都営武蔵岡住宅・小山田桜台団地・公社森野住宅・シーアイ
ハイツは別のカレンダーがあります。団体（自治会）の担当者に確認して下さい。
　　　　　　　　　　□問 清掃事務所11７９７・７１１１、南収集事務所11７９５・９８１５

○ごみの持込 
　年末の清掃工場へのごみの
持込は１２月３０日（日）午後３時
で終了します（通常の終了時間
とは異なりますのでご注意下さ
い）。なお、１２月２４日（休）は
ごみの持込はできません。ま
た、年始は１月４日（金）午前
８時３０分からです。 
※２５日（火）から３０日（日）
の搬入は大変混雑しますの
で、なるべくご遠慮下さい。
ごみの持込に関するお問い合
わせは町田市コールセンター
（11７２４・５６５６）へ。

年末年始のごみ収集日程表
年始（１月）年末（１２月）

７日（月）から
３０日（日）まで 
※３１日（月）の代わりに
３０日（日）に収集します

月・木コース
燃やせるごみ

４日（金）から２８日（金）まで火・金コース
５日（土）から２９日（土）まで水・土コース

資源とごみの収集日程表で確認して下さい。 燃やせないごみ 
ペットボトル

※収集地区によって異なりますので、集積所の張
り紙で確認して下さい。

ビン・カン、有害
ごみ、古紙・古着

第１回の委員会が開催されました



２００７．　．　（　） １２ １１２ お困りのときは　まずお電話を！ 　町田市コールセンター町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６０４２・７２４・５６５６

 （千円未満四捨五入）

料　金　収　益患　　者　　数
２６億６，７４１万２千円６４，６４０人入　　院
１６億３，５９３万２千円１５７，４３４人外　　来

予算額と収入・執行額の状況

利用状況と料金収益

　平成１９年度上半期の一般会計・特別会計の予算額及び収入・支出の状況は、下表のとおり
です。また、一般会計予算額における市民一人当たりの額は２８万７千円です。

　市民の皆さんが納められた税金や、市債（長期借入金）などの、平成１９年
度上半期（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日）の財政状況をお知らせし
ます。お問い合わせは、財政課（11７２４・２１４９、6７２４・１１７２）へ。

一般会計・特別会計の状況　　人口：４１５，８４８人　２００７年１０月１日現在

収入率収　入　済　額
予　算　額会　　計

執行率支　出　済　額
５２．９％６３１億５，２６８万７千円収入

１，１９２億９，７５１万７千円一　 　 般　 　 会　 　 計
３８．５％４５９億７，６２９万４千円支出
４４．６％１６６億９，４２７万９千円収入

３７４億３，３３９万１千円国 民 健 康 保 険 事 業 会 計

特　
　

別　
　

会　
　

計

４２．８％１６０億２，３４１万８千円支出
３９．３％５０億３，８８５万円収入

１２８億１，４１５万円下 水 道 事 業 会 計
２９．７％３８億９２９万１千円支出
９６．６％１４億５，２６０万２千円収入

１５億３５６万７千円忠生土地区画整理事業会計
９４．２％１４億１，６６９万５千円支出
８１．１％８，８９９万３千円収入

１億９７１万５千円駐 車 場 事 業 会 計
３８．６％４，２３１万円支出
４５．１％１１１億１，５９０万４千円収入

２４６億２，２０５万２千円老 人 保 健 医 療 事 業 会 計
４０．２％９８億９，２９７万８千円支出
１１７．４％９，８０６万８千円収入

８，３４９万８千円鶴川駅北土地区画整理事業会計
９２．０％７，６８２万９千円支出
４３．７％９４億１，８７９万５千円収入

２１５億３，１７５万５千円介 護 保 険 事 業 会 計
３４．１％７３億４，１６８万８千円支出
４３．９％１０億４５６万３千円収入

２２億８，９６０万円受 託 水 道 事 業 会 計
３１．５％７億２，０３２万２千円支出

（千円未満四捨五入）

収入率収 入 済 額
予　算　額区　　　分会　　　計

執行率執 行 額
３９．１％４４億８，１９１万２千円１１４億６，８９４万４千円収入収益的

収　支病院事業
会　計

４３．３％４９億７，１１６万９千円１１４億６，８９４万４千円支出
０．０％０円６９億６，５６３万９千円収入資本的

収　支 ２．３％２億４９２万７千円８８億５，１４０万３千円支出

公営企業会計【病院事業会計】

（２００７年９月３０日現在・消費税込）

　上半期の町田市民病院の利用状況と料金収益、予算額と収入・支出の状況は下表の
とおりです。

 （千円未満四捨五入）

（２００７年９月３０日現在・消費税抜き）

 （千円未満四捨五入）

市税の内訳

収入率収入済額予　　算　　額区　　　　　分
５６．４％２０３億９，２６８万４千円３６１億６，９７６万４千円市 民 税
６３．１％１５６億６，５１９万９千円２４８億３，９１２万３千円固 定 資 産 税
９７．６％２億３，３００万２千円２億３，８８２万２千円軽 自 動 車 税
４１．７％８億５，７６３万７千円２０億５，８４２万３千円市 た ば こ 税
０．０％０円２千円特 別 土 地 保 有 税
４５．２％３１万２千円６９万１千円入 湯 税
８０．５％５億９，６６７万７千円７億４，０８９万８千円事 業 所 税
７８．４％３６億１，１７９万３千円４６億５８３万５千円都 市 計 画 税
６０．２％４１３億５，７３０万４千円６８６億５，３５５万８千円合　 　 　 　 　 計

　上半期の市税の内訳は、下表のとおりです。
　また、市税予算額における市民一人当たりの市税負担額は１６万５千円です。

※利子見込額は、今後支払いが予定されている総額です。
　なお、元金残高（１，２３８億５，７４３万５千円）に対して、平成１９年度下期に支払う予定
の利子は、（１６億７，９４８万４千円）です。

 （千円未満四捨五入）

市債の状況

将来負担利子見込額元 金 残 高会 計
７３億４，４４３万８千円６１１億６４２万１千円一 般 会 計
１５４億６，３５３万９千円５１６億８，３７７万９千円下 水 道 事 業 会 計

３２億３，９９７万円１１０億６，７２３万５千円病 院 事 業 会 計
２６０億４，７９４万７千円１，２３８億５，７４３万５千円合　　　　　　　　計

　市債とは、都市計画道路・公園・下水道・学校など公共施設建設の財源として市が借り入れ
るお金で、その返済が長期にわたるものをいいます。こうした施設は長期にわたり利用するこ
とができますから、建設時の市民だけではなく将来の市民にもその経費を負担してもらうこと
が、公平でもあるわけです。９月３０日現在の状況は、下表のとおりです。

バランスシート・行政コスト計算書
　市では、行財政改革、財政情報の公開の一環として、バランスシートと行政コスト計算書
を作成しています。 
　バランスシートは資産や負債の状況を示すもので、ある一時点における財政状況を明らか
にするもの、また、行政コスト計算書は、行政サービスを提供するのに要する費用とその財
源を明らかにするものです。
　バランスシート・行政コスト計算書に関する最新の資料は、１２月中旬以降、市政情報「や
まびこ」・各図書館でご覧いただけます。また、町田市ホームページは１２月中旬、更新予定
です。

借　　　　　　　方
増減
１２
３３
９
０
０
９
９
０
０
４
３
１１
０
△７
１

１７年度末
４，３６３
２，６８２
２１１
３５
１

１７５
１４３
３０
２

１１２
８１
４９
－
３１
３１

１８年度末
４，３７５
２，７１５
２２０
３５
１

１８４
１５２
３０
２

１１６
８４
６０
－
２４
３２

【資産の部】
１．有形固定資産
　　　うち土地

２．投資等
（１）投資及び出資金
（２）貸付金
（３）基金
　①特定目的基金
　②土地開発基金
　③定額運用基金

３．流動資産
（１）現金・預金
　①財政調整基金
　②減債基金
　③歳計現金

（２）未収金
２５４，６８６４，７１１資　 産　 合　 計

（単位：億円）
貸　　　　　　　方

増減
△６３
△４９
△１
△１３
１
１

０
０

１７年度末
８８８
６１１
４

２７３
６７
６７

－
－

１８年度末
８２５
５６２
３

２６０
６８
６８

－
－

【負債の部】
１．固定負債
（１）地方債
（２）債務負担行為
（３）退職給与引当金

２．流動負債
（１）地方債翌年度償
　　還予定額
（２）翌年度繰上充用額
（３）その他

△６２９５５８９３負　 債　 合　 計

３
１
８３

４０１
３１１

３，０１９

４０４
３１２

３，１０２

【正味資産の部】
１．国庫支出金
２．都支出金
３．一般財源等

８７３，７３１３，８１８正 味 資 産 合 計

２５４，６８６４，７１１負債・正味資産合計
※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。

増　減１７年度１８年度
△１０
△５
△５
△８
△５
△１
△２
４
９
５
△９
△１
△３
△２

△１

２２４
２０８
１６
２６７
１６６
１１
９０
４９０
２３３
１１１
１３４
１２
１９
１６
－
３

２１４
２０３
１１
２５９
１６１
１０
８８
４９４
２４２
１１６
１２５
１１
１６
１４
－
２

１．人にかかるコスト
（１）人件費
（２）退職給与引当金繰入等

２．物にかかるコスト
（１）物件費
（２）維持補修費
（３）有形固定資産減価償却費

３．移転支出的なコスト
（１）扶助費
（２）補助費等
（３）繰出金
（４）普通建設事業費（他団体等への補助金等）

４．その他のコスト
（１）公債費（利子分のみ）
（２）債務負担行為繰入
（３）不納欠損額

△１７１，０００９８３行 政 コ ス ト 合 計

【収入項目】
０
△８
２３

４１
２１３
７７９

４１
２０５
８０２

１．使用料・手数料等
２．国庫（都）支出金
３．一般財源

１５１，０３３１，０４８収 入 項 目 合 計

用語説明
土地や建物、備品等の行政サービスを提供するために長期にわたって使用さ
れるものを「有形固定資産」、目的基金等を「投資等」、現金や預金等を、
「流動資産」に分類しています。

資 産

一般的に借金にあたるものです。翌年度中に返済されるものを「流動負債」、
それ以外を「固定負債」といいます。負 債

資産から負債を差し引いたものです。資産を形成するために使用した、市民
の皆さんから納めていただいた税金等です。正 味 資 産

在職している職員が年度末に全員退職すると仮定した場合に支払うべき退職
手当の総額をいいます。退 職 給 与 引 当 金

議員や職員に支払われる人件費です。 人にかかるコスト
委託料、備品購入費等の物件費、施設の維持補修費、有形固定資産の減価償却費です。物にかかるコスト
法等に基づき支給する扶助費、市民や団体等への補助金、国保会計や下水道
会計等への繰出金です。移転支出的なコスト

借入金の支払利息、不納欠損額です。そ の 他 の コ ス ト
土地以外の有形固定資産の価値がその年に減少したと認められる額です。減 価 償 却 費
破産、倒産等により収納できなかった税金、使用料等です。不 納 欠 損 額

※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。

　（単位：億円）
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１８年度�１７年度�１６年度�１４年度�１５年度�

経常収支比率の推移�
１２．０�

１０．０�

８．０�

６．０�

４．０�

２．０�

０．０�

７．３� ７．４�

９．３�

７．３�

％�

７．４� ７．３� ７．８� ７．４�

１８年度�１７年度�１６年度�１４年度�１５年度�

９．７�
９．２� ９．１� ８．８�

公債費比率の推移�

多摩２６市平均�

町田市�

【経常収支比率】
　毎年必ず支払う「経常経費」のため
に、市税などの「経常一般財源」がど
のくらい充てられたかを示す比率（％）
です。
　この比率が低いほど自由に使える資
金が多いことになり、新たな財政需要
に弾力的に対処することが可能となり
ます。
　一般的に７０～８０％の範囲に分布して
いることが望ましいとされています。

【公債費比率】
　公債費の一般財源に占める割合
（％）です。毎年の償還金が市の
財政を圧迫していないかを示す指
標であり、この比率が高くなると
財政硬直化の原因となります。
　通常は１０％を超えないことが望
ましいとされています。

　市の財政構造を判断するための指標に、
経常収支比率と公債費比率があります。財政構造指標

バランスシート

行政コスト計算書

平成１９年度上半期財政状況

町田市の財産

商標権・実用新案権�

建　物建　物�
８３万１，３４３．９４㎡�

物　件物　件�
１，１２２．５１㎡�

土　地土　地�
６１７万５，４９４．９６㎡�

備　品備　品�
１，５３５点�

（所得価格所得価格１１００００万円以上以上）�

無体財産権無体財産権�
３２件�

貸付金等貸付金等�
２億１，２３１万６千円�

出資金等出資金等�
３５億９１８万円�

積立金積立金�
１６９億６７２万円�

建　物�
８３万１，３４３．９４㎡�

物　件�
１，１２２．５１㎡�

土　地�
６１７万５，４９４．９６㎡�

備　品�
１，５３５点�

（所得価格１００万円以上）�

無体財産権�
３２件�

貸付金等�
２億１，２３１万６千円�

出資金等�
３５億９１８万円�

積立金�
１６９億６７２万円�
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平成１８年度　一般会計歳入決算内訳�

その他の収入�
１８２億円�
�

市税�
６５８億円�

�

繰入金繰入金�
４７億円�

都支出金都支出金�
１０３億円�繰入金�

４７億円�

都支出金�
１０３億円�

市債２１億円�

�国庫支出金�
１２０億円�

国や金融機関から�
借り入れた借金�

使用料・手数料３１億円�
公共施設の�
使用料やごみ処理�
などの手数料�

市民の皆さんに�
納めていただいた�
市の税金�

特定の行政目的の�
ために国や都から�
交付されるお金�

積立金の取り崩しや�
特別会計からの収入�

学校や道路・公園の�
整備のために�

各種サービスや�
公共施設の管理�
運営のために�

福祉のために�！�

！�

！�

消防や医療・乳幼�
児などのために�！�

子どもの福祉のために�

高齢者の�
福祉のために�

堺中学校体育館・�
プール改築�
４．０億円�

北部丘陵整備事業�
用地購入�
４．４億円�

（仮称）剪定枝�
資源化センター整備�
３．８億円�
�

ごみの収集･処理�
１４．３億円�

健康診査・がん検診�
１３．８億円�

予防接種�
（高齢者へのインフルエンザ予防接種･�
乳幼児への各種予防接種）�
２．４億円�

赤ちゃんやお母さんへの健診　１．２億円�

ごみの減量・資源化�
１０．５億円�

し尿の処理�
１．０億円�

草笛保育園�
増築補助　１．５億円�

成瀬山緑地�
用地購入�
８．１億円�

南町田駅北口広場�
整備　３．８億円�

都市計画道路整備�
（７･５･２号線、３･３･７号線�
３･４･３３号線）　１２．０億円�

忠生公園用地購入�
１．２億円�

忠生中学校大規模改築�
４．２億円�

相原駅西口広場�
整備　４．２億円�

相原中央公園整備�
（第４期）　１．７億円�

町田市民文学館�
整備　４．３億円�

保育園での子育て支援�
６１．０億円�

子どもやひとり親家庭の�
医療費負担軽減�
（乳幼児医療費･ひとり�
親家庭医療費の助成）�
９．４億円�

子育ての経済的支援�
（児童手当・児童育成手当�
・児童扶養手当の支給）�
４４．１億円�

障がいのある方の福祉のために�

介護や援助、自立のために必要な�
サービスの提供�
（支援費・自立支援給付費の支給）�
２６．２億円�
�

障がいのある方への経済的支援�
（心身障害者福祉手当・在宅重度障害者福祉手当の支給）�
１０．１億円�
�

生活にお困りの方�
のために�

生活保護費の支給　８１．３億円�

養護老人ホームへの入所措置�
　　　　　　　　　　１．５億円�

消防・救急のため�
　　　　　４３．２億円�

救急医療の確保や�
高度医療のため�
　　　　１３．５億円�

南多摩斎場の�
管理運営のため�
　　　　　４．１億円�

ごみの焼却灰の�
エコセメント化のため�
　　　　　８．４億円�

公共施設の修繕費�
　　　　　９．５億円�

在宅の障がい者の�
活動支援のため�
　　　　　６．９億円�

幼稚園教育の�
普及と充実のため�
　　　　　８．９億円�

認証保育所の�
運営支援のため�
　　　　　１．７億円�

住宅設備改修の負担軽減�
　　　　　　　　　　０．３億円�

法人立保育園　３９園�
市立保育園　　　９園�
入園児童数　４，６５６人�
（平成１８年５月１日時点）�

児童手当支給対象児童数�
（０歳から小学校６年生まで）�
※所得制限あり。�
　　　　　　　３３，４４４人�

乳幼児医療証交付数�
（０歳から�
小学校就学前まで）�
※一部所得制限あり。�
�　　　　２３．３０７人�

被保護世帯数　３，１０８世帯�
被保護者数　　　４，６８５人�
　　　　　（平成１８年度月平均）�

支援費制度�
　利用者数�
　　　１，４８０人�

市民一人当たり２７万５千円を支出しました�

民生費　４０２億円�こどもや障がい者、高齢者など�
市民の福祉のために�市民一人当たり�

９７，２４６円�

保育園の運営　�
保育園に通っている園児一人当たり�
�　　　　　　　　　１，５６５，０８０円�

学童保育クラブの運営�
クラブに通っている児童一人当たり�
�　　　　　　　　　 ３３０，７５３円�

うち５５，９１４円は�
保護者の負担�

総務費　１７９億円�

市政の運営のために�

市民一人当たり　４３，２０６円�うち２０６，１０４円は�
保護者の負担�
�

教育費　１４１億円�

小中学校や文化、スポーツなど�
�                   　　教育のために�

市民一人当たり　３４，１４６円�

小学校の運営　�
児童一人当たり　　１８８，４４５円�

図書館の運営�
市民一人当たり　　　　３，７９３円�

中学校の運営　�
生徒一人当たり　　１８５，８５０円�
�

体育施設の運営�
市民一人当たり　　　　１，９７４円�
�

衛生費　１３７億円� 市民の健康やよりよい�
生活環境のために�市民一人当たり　３３，２８８円�

ごみの処理　�
市民一人当たり　１７，３３１円�

うち４，８３１円は�
ごみを出した人の負担�

公債費�
８３億円�

市が借りた市債の�
　返済のために�

市民一人当たり�
２０，０８３円�

土木費　１３０億円�

道路や公園、区画整理など�
�　まちづくりの基盤整備のために�

市民一人当たり　３１，４１３円�

公園関連　�
市民一人当たり�
�    ４，００７円�

道路関連　�
市民一人当たり�
�    １２，３１１円�

学童保育クラブの�
管理運営�
５．９億円�

公園の管理�
４．１億円�

小学校・中学校の�
管理運営�
２４．１億円�

庁舎の管理�
６．１億円�

電算システム関連経費�
１８．０億円�

文化施設の管理運営�
（図書館・市民ホール�
国際版画美術館など）�
９．０億円�
�
体育施設の管理運営�
（体育館・室内プール・野球場など）�
８．１億円�

コミュニティ施設の管理�
（地域センター・市民フォーラム）�
２．８億円�
�

子どもセンターの�
管理運営�
０．５億円�

その他　１８億円�

産業の発展や�
�　議会の運営のために�

市民一人当たり　４，４１１円�

消防費　４８億円�

災害被害の防止や�
　　　　軽減のために�

市民一人当たり　１１，５２６円�

ごみの年間処理量�
　　　　　　１１万㌧�
（燃やせるごみ・燃やせない�
ごみ・粗大ごみ・有害ごみ）�
→小学校の教室�
２，４５０教室分の量に相当�

年間資源化量�
ビン・カン　５千㌧�
古紙・古着　１万５千㌧�
ごみの焼却灰の�
エコセメント化　８千㌧�

クラブ数�
　直営　　７クラブ�
　委託　３０クラブ�
　入所児童数�
　　　　２，３５０人�
�(平成１８年４月１日時点）�
�

公園数　６１３�
総面積　２．３㎞�
→東京ドーム５０個分�
の広さ�

２�

小学校児童数　�
　４０校　２２，２８７人　　�
中学校生徒数�
　２０校　８，５３２人�
（平成１８年５月１日時点）�

東京消防庁へ�

市民病院へ�

東京たま広域�
資源循環組合へ�

南多摩斎場組合へ�

作業所等へ�

保護者へ�

認証保育所へ�

　皆さんが納められた市税がどのように使われたかをお知らせします。お問
い合わせは、財政課（11７２４・２１４９、6７２４・１１７２）へ。

平成１８年度決算状況

まちだの市税のつかいみち
一般会計・特別会計の決算状況

差引額支出額収入額会　　　　　計
２，３４４，９３８千円１１３，８１６，４１２千円１１６，１６１，３５０千円一 般 会 計
１３６，２２１千円３４，９４６，８６０千円３５，０８３，０８１千円国 民 健 康 保 険 事 業 会 計

特　

別　

会　

計

１７７，６１５千円１２，０２８，８９０千円１２，２０６，５０５千円下 水 道 事 業 会 計
２９，０３５千円３，３３３，６２９千円３，３６２，６６４千円忠生土地区画整理事業会計
３０，３９５千円１８２，２６２千円２１２，６５７千円駐 車 場 事 業 会 計
３３３，０８６千円２３，４７５，８８８千円２３，８０８，９７４千円老 人 保 健 医 療 事 業 会 計
１１，５４６千円８０３，７０２千円８１５，２４８千円鶴川駅北土地区画整理事業会計

１，５２１，５２５千円１７，７５６，７６６千円１９，２７８，２９１千円介 護 保 険 事 業 会 計
０千円２，１９１，９０９千円２，１９１，９０９千円受 託 水 道 事 業 会 計

２，２３９，４２３千円９４，７１９，９０６千円９６，９５９，３２９千円　　 小　 　 　 　 計　 　
４，５８４，３６１千円２０８，５３６，３１８千円２１３，１２０，６７９千円　 合　 　 計　

※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。
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どんな介護サービスがあるの？
介護サービスは日常生活における基本動作を支援するため、次のサービスが用意されています

★対象者は６５歳以上で介護支援が必要な方、また、４０歳
以上６５歳未満の方で特定疾病に該当する介護支援が必
要な方です。
★高齢者福祉課の窓口、各市民センター、地域包括支援
センター等で認定申請ができます。
★申請は、地域包括支援センター、居宅介護支援事業
所、介護保険施設等に代行してもらうこともできま
す。

～より快適に暮らすために～～より快適に暮らすために～

介護サービスガイド介護サービスガイド

　介護サービスを上手に利用してより快適に暮らしましょう。介護サー
ビスをご利用いただくには、認定申請をして、介護が必要な方であると
いう認定を受け、ケアマネジャーにケアプランを作ってもらいます。

□問 高齢者福祉課11７２１・０９１２

★要介護認定の有効期間はお送りした
被保険者証に記載してあります。
★有効期間満了日の６０日前から更新の
手続きができます。市からお知らせ
をお送りしますので、引き続き介護
サービスを利用する場合は申請をし
て下さい。

★ケアプランに沿って、サービス（下記参照）を利用
します。
★要支援・要介護度に応じた１か月の限度額範囲内の
利用者負担は、利用料の１割です。
★限度額を超えた分は全額自己負担となります。
★介護保険の対象サービスかどうかの詳細はケアマネ
ジャーにご確認・ご相談下さい。

★介護サービスを利用するために、ケアマネジャーを選びます。
★ケアマネジャーとよく相談し、自分に必要なサービスについてケアプランを作成し、
サービス事業所を選びます。

◎要支援１･２の方…介護予防サービスが利用できます。
　地域包括支援センターにケアプラン作成の依頼をします。
◎要介護１～５の方…介護サービス又は施設サービスが利用できます。
　指定居宅介護支援事業所にケアプラン作成の依頼をします。
★施設に入所している方は、施設のケアマネジャーがケアプランを作成します。

＜介護保険制度について＞
　介護保険制度は、従来の老人福祉（措置制度）と老人保健（医療保

険）に分かれていた高齢者の介護に関する関連制度を、利用しやすく効

率的な社会支援システムとして再編成し、２０００年４月から運用が始まり

ました。この制度は、介護等が必要な方の尊厳を保持し、能力に応じ自

立した日常生活を営むことができるよう支援することを基本理念として

います。介護が必要になっても住み慣れた地域でできる限り自立した生

活を送ることができるよう、さまざまなサービスが用意されています。

また、介護問題は誰にでも起こりうる切実なものとして、介護保険にか

かる費用は４０歳以上の方で負担し合って支えています。

○○予 訪問介護…ご本人が一人ではできない入浴・排泄・食事等の身体介護サービス
や、独居または同居のご家族が疾病・障がい等で支援ができない状況の時に生活援
助を行います（保険では利用できないサービスの例：窓ふき、大掃除、草むしり、
家族の食事作り、来客への対応等）
○○予 訪問入浴介護…自宅での入浴が困難な場合、浴槽を積んだ入浴車が自宅を訪問し
て入浴の介助を行います。
○○予 訪問看護…医師の指示書により、看護師等が自宅を訪問して、療養上のお世話や
診療の補助を行います。

○○予 訪問リハビリテーション…医師の指示によりリハビリの専門家が自宅を訪問し、
心身の機能を維持回復させ、日常生活の自立を助けるためにリハビリを行います。
○○予 居宅療養管理指導…医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士等が自宅を訪問して療
養上の管理や指導を行います。

○○予 通所介護…デイサービスセンターに通い、入浴等の介助や機能訓練等を行いま
す。一般に「デイサービス」といわれます。
○○予 通所リハビリテーション…介護老人保健施設や医療機関に通い、医師の指示のも
と、心身の機能を維持回復させ、日常生活の自立を助けるためにリハビリを行いま
す。一般に「デイケア」といわれます。
○○予 短期入所生活介護…短期間施設に入所して入浴・排泄・食事などの介護や機能訓
練を行います。一般に「ショートステイ」といわれます。
○○予 短期入所療養介護…短期間施設に入所して医学的な管理で行われる介護、機能訓練を行います。

○○予 福祉用具貸与…日常生活に支障のある方に、車椅子、特殊寝台、歩行器などの用
具の貸し出しを行います。
※貸し出しのできるものは決まっています。
※要支援１・２、要介護１の方は一部対象外のものがあります。
○○予 特定福祉用具購入費の支給…腰掛便座、特殊尿器、入浴補助用具などの購入費用
の９割が支給されます。
※購入できるものは決まっています。
※一人につき一年度１０万円まで。
※指定事業所での購入のみが保険対象です。
○○予 住宅改修費の支給…手すりの取り付け、段差の解消などの費用の９割が支給され
ます。
※改修できる内容は決まっています。
※一人につき原則２０万円まで。
※改修前に申請し、許可を受ける必要があります。

○夜間対応型訪問介護…夜間に訪問し、排泄の介護サービスや緊急時の対応等の援助
を行います。

○○予 認知症対応型通所介護…認知症のある方がデイサービスセンターに通い、入浴等
の介助や機能訓練等を行います。

○○予 小規模多機能型居宅介護…「通い」「訪問」「泊まり」を組み合わせて提供する
介護サービスです。

○○予 認知症対応型共同生活介護…認知症である方が少人数で生活しながら、家庭的な
雰囲気のなかで必要な介護サービスや機能訓練を受けることができます。

※○予 認知症対応型共同生活介護については要支援１の方は利用できません。

○介護老人福祉施設…常に介護が必要で、在宅での生活が困難な方が入所して介護サ
ービスを受けます。

○介護老人保健施設…病状が安定しており、入院治療は必要ないが、リハビリテーシ
ョン等医学的な管理を必要とする方が入所して介護サービスを受けます。

○介護療養型医療施設…長期にわたって療養が必要な方が入所して必要な介護サービ
スや医療等を受けます。

介護サービスの利用はまず申請から！ 認定結果がでるまでには、次の①～④のステップがあります！

①認定調査
町田市の職員または委託
先の調査員が訪問し、利
用者の心身の状態を調査
します。

③介護認定審査会
認定調査・主治医意見書
の結果をもとに、どれく
らいの介護が必要か「要
支援・要介護状態区分」
の判定を行います。

④認定
介護認定審査会の結果に
もとづき、認定結果、被
保険者証を本人にお送り
します。
認定結果が「非該当」と
なる場合もあります。
「非該当」の方でも、市
独自の予防事業を利用す
ることができます。

《居宅介護（予防）サービス》
※○予 の記載があるものは要支援１以上の方が利用できます。記載が無い場合は要介護１以
上の方が利用できるサービスになります。

家庭を訪問するサービス

日帰りで施設に通う、または宿泊するサービス

福祉用具・住宅改修

地域密着型サービス
　基本的に町田市民の要介護・要支援認定者に対するサービスです。

《施設サービス》

※一月あたりの介護の一割負担分が一定金額を超えると、高額介護（介護予防）サービ
ス費として支給されます。

※ショートステイや施設サービスを利用した際の食費・居住費について、低所得者に対
する減額制度があります。

②主治医意見書
町田市から主治医に、意見
書の作成を依頼します。

認定調査票

主治医意見書

４　サービスの利用

５　更新申請

１　認定申請 ２　要支援・要介護認定

３　ケアプランの作成
　　（サービスの選択）

○○予 特定施設入居者生活介護…有料老人ホームなどの特定施設に入所して、入浴・排
泄・食事などの介護サービスや機能訓練を行います。

その他のサービス
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こ
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ま
で
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ら
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し
て
い
ま
す
が
、　

月
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在
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の
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保
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ま
す
。
な
お
、
２
０
０
８
年
２
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に
最

終
決
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の
予
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で
す
。

　ごみ有料化がはじまって２年が経過しまし
た。有料化１年目の２００５年１０月から２００６年９
月までの１年間と比べて、ごみ総量では、一
般的に言われているリバウンド現象は見受け
られず、ほぼ同量で推移しました。また、資

源物の総量（回収量）については、ペットボ
トルの集積所収集を実施したため、前年度と
比較して４．４％増加しました。
　今後も分別の徹底とごみの減量にご協力下
さい。
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に
つ
い
て

　

医
療
費
の
自
己
負
担
は
、
現
行

の
老
人
保
健
と
同
様
、
か
か
っ
た

費
用
の
１
割
（
現
役
並
み
所
得
の

方
は
３
割
）
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
に
つ
い
て

①
保
険
料
は
被
保
険
者
単
位
で
算

定
し
ま
す
。

②
保
険
料
額
は
、
１
人
ひ
と
り
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
「
均
等
割

額
」
と
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
し
て
い
た
だ
く
「
所
得
割

額
」
の
合
計
に
な
り
ま
す
（
表

１
）
。

③
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則

と
し
て
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
額
が
年

額　

万
円
未
満
の
方
や
介
護
保
険

１８
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と

の
合
算
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
場
合
は
、
納
付
書
や
口

座
振
替
に
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
率
及
び
保
険
料
の
算
定

①
保
険
料
率
は
全
都
均
一
の
保
険

料
率
に
な
り
ま
す
。

②
均
等
割
額
は
、
年
額
３
万
７
８

０
０
円
に
な
り
ま
す
。

③
所
得
割
率
は
、
６
・　

％
に
な

５６

り
ま
す
。

④
所
得
割
額
の
算
定
に
は
「
旧
た

だ
し
書
き
所
得
」
を
用
い
ま
す
。

「
旧
た
だ
し
書
き
所
得
」
と
は
、

総
所
得
か
ら　

万
円
を
引
い
た
額

３３

に
な
り
ま
す
。

⑤
所
得
水
準
に
よ
り
、
保
険
料
の

「
均
等
割
額
」
を
７
割
・
５
割
・

２
割
軽
減
し
ま
す
（
表
２
）
。

⑥
賦
課
限
度
額
は
年
額　

万
円
で

５０

す
。

⑦
健
康
保
険
組
合
や
共
済
組
合
の

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は
、
加
入

か
ら
２
年
間
「
均
等
割
額
」
が
半

額
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
の
間

「
所
得
割
額
」
は
賦
課
さ
れ
ま
せ

ん
。
な
お
、
激
変
緩
和
策
と
し
て

２
０
０
８
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

全
額
免
除
、　

月
か
ら
２
０
０
９

１０

年
３
月
ま
で
９
割
軽
減
し
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
医
療
課
11
７
２
４
・
２

１
４
４

ごみ有料化実施後２年が経過

有料化実施後２年目（１０月～９月）の　
　　　　　　資源とごみ量（対前年比）
環境先進都市を目指して、一層のごみ減量を

□問 ごみ減量課11７９７・０５３０

年間１人当たりのごみ処理経費…１７，３４４円
年間１世帯当たりのごみ処理経費…４１，４７２円
年間１トン当たりのごみ処理経費…５４，１７４円
※ごみ処理経費の算出は、歳入額控除前の金額を使用しています。
　（平成１８年１０月１日現在　人口４１２，１７９人　世帯１７２，３７２世帯）

平成１８年度

ごみ処理経費

２００６年度　ごみ有料化による手数料収入について
　ごみの有料化による２００６年度（２００６年４月から２００７年３月）の手
数料収入（指定収集袋の販売収入）は、１０億６，７００万９，１９１円でし
た。
　その内、指定袋作成費１億２，７４７万２，４２１円、販売委託費６，４０１万
５２０円などの必要経費４億５，７２４万３，１９１円を差し引いた６億９７６万
６，０００円を町田市廃棄物減量再資源化等推進整備基金に積み立てま
した。

家庭廃棄物処理手数料�

指定袋作成費�
１２７，４７２，４２１円�

基金積立金�
６０９，７６６，０００円�

その他�
１１９，７０８，５５２円�

指定袋配送費�
３３，７１７，１３５円�

販売委託費�
６４，０１０，５２０円�

啓発パンフレット�
印刷費�
４，３８３，１２０円�

有料化冊子�
戸別配布費�
２，８０１，０４３円�

生ごみ処理機�
購入補助�
２，５２５，４００円�

ペットボトル�
収集処理費�
１０２，６２５，０００円�

保険料の算定例（世帯主及び世帯員が７５歳以上の場合）
合計保険料（年額）所得割額均等割額
１１，３４０円　　０円※１１，３４０円一人世帯・年金収入７９万円
７３，８８０円３６，０８０円　３７，８００円一人世帯・年金収入２０８万円

（世帯主）　　　
　　　１０１，４３０円

（配偶者）
　　　３７，８００円

（世帯主）
　　６３，６３０円
（配偶者）

　　０円

（世帯主）
　　３７，８００円
（配偶者）
　　３７，８００円

世帯主の年金収入２５０万円・
世帯員の年金収入７９万円の
二人世帯の場合

※７割軽減

１０,０００�
９,０００�
８,０００�
７,０００�
６,０００�
５,０００�
４,０００�
３,０００�
２,０００�
１,０００�
０�

２００５年～２００６年�

２００６年～２００７年�

１０月　１１月　１２月　　１月　　２月　　３月　   ４月　   ５月   　６月 　７月  　８月  　９月�

７,４８８�

８,２９４�

７,８７１�

７,９８３�

８,２０６�

８,６０４�

７,５４７�

７,７８４�

６,６６５�

６,５８９�

７,８６５�

７,５７１�７,５５８�

７,４６９�
８,９１１�

８,６７６�

８,６３３�

８,２９２�

８,７１５�

８,４９７�

８,５１６�

８,０５３�

７,８２０�

７,６９８�

単位：トン�

燃
や
せ
る
ご
み
量
�

８００�

７００�

６００�

５００�

４００�

３００�

２００�

１００�

０�

２００５年～２００６年�

２００６年～２００７年�

１０月　１１月　１２月　　１月　　２月　　３月　   ４月　   ５月   　６月 　７月  　８月  　９月�

３２０�

５３４�

３６５�

４９５�

５３０�

６７６�

４１３�

５０６�

４１３�

４１９�

４７１�

５２８� ５４３�

４９３�

５８８�

５７７�

５２６�

４６０�

５２１�

４６０�

５７１�

４９７�

５８０�

４５７�

単位：トン�

燃
や
せ
な
い
ご
み
量
�

０�

５００�

１,０００�

１,５００�

２,０００�

２,５００�

１０月　１１月　１２月　　１月　　２月　　３月　   ４月　   ５月   　６月 　７月  　８月  　９月�

２００５年～２００６年�

２００６年～２００７年�

１,６９５�

１,７７４�１,８４３�

１,７６３�

２,１１９�

２,１８２�

１,８０４�

１,６０３�１,５０８�

１,５３０�

２,０５８�

２,００８�

１,６７２�

１,７１１�
１,９８８�

１,９５０�
１,７１６�

１,８６９�

１,７８９�

１,８４６�
１,９２４�

１,７７８�

１,８２９�

１,７５０�

単位：トン�

資
源
物
量
�

（表１）
１人当たり保険料額＝被保険者均等割額＋１人当たり所得割額

被保険者本人の基礎控除後の総所得金額等
（旧ただし書き所得）

×
所得割率

（表２）�

保
険
料
額
�

二人世帯の例（二人とも７５歳以上で年金収入、配偶者の年金�
収入が１３５万円未満の場合）�

所得割�

７割軽減�

１５３万円�

１６８万円� １９２．５万円� ２３８万円�

５割軽減� ２割軽減�

均等割�

夫の年金収入の額�
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予
防
接
種

　

町
田
市
医
師
会
の
協
力
で
実
施

す
る
も
の
で
す
。

○
対
象　

町
田
市
民
で
勤
務
先
等

で
健
診
の
機
会
の
な
い
、
基
本
健

康
診
査
は　

歳
以
上
の
方
、
子
宮

１８

が
ん
検
診
は　

歳
以
上
の
女
性
の

２０

方○
受
診
期
間　

基
本
健
診
は
原
則

と
し
て
誕
生
月
と
そ
の
翌
月
、
子

基
本
健
康
診
査

子
宮
が
ん
検
診

○
対
象　

健
診
日
に　

〜　

歳
の

３０

６５

町
田
市
民
（
年
度
内
に
１
回
受
け

ら
れ
ま
す
）

○
内
容　

問
診
、
虫
歯
・
歯
周
疾

患
の
診
査
、
歯
列
咬
合
・
粘
膜
・

顎
関
節
症
・
口
腔
清
掃
状
態
の
チ

ェ
ッ
ク
、
予
防
指
導

○
費
用　

４
０
０
円

○
申
し
込
み　

協
力
歯
科
医
院
に

直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご

持
参
下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
で
渡
さ
れ
る
受
診
票

で
当
日
、
負
担
・
非
負
担
の
届
け

出
を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

成
人
歯
科
健
康
診
査

宮
が
ん
検
診
は
通
年
（
ど
ち
ら
も

年
度
内
１
回
）

○
受
診
方
法　

健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
病
・
医
院
で
交

付
し
ま
す
）
、
保
険
証
等
を
お
持

ち
に
な
り
、
病
・
医
院
の
一
般
診

療
時
間
内
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

※
健
康
課
に
申
し
込
む
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
検
診
日
時
が
決
め
ら
れ
て
い
る

病
・
医
院
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

○
会
場　

町
田
市
医
師
会
加
入
の

実
施
病
・
医
院
（
必
要
な
方
に
は

病
・
医
院
の
一
覧
表
を
送
付
し
ま

す
。
健
康
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。
な
お
、
一
覧
表
は
町
田
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
）

※
町
田
市
民
病
院
は
、
一
次
検
診

の
実
施
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
基
本
健
康
診
査
】

○
検
診
内
容　

必
須
診
査
（
す
べ

て
の
方
に
実
施
）
＝
①
問
診
②
理

学
的
診
察
③
血
圧
測
定
④
尿
定
性

検
査
⑤
血
液
検
査
（
正
確
な
検
査

数
値
を
出
す
た
め
に
空
腹
時
に
お

受
け
下
さ
い
）
▽
選
択
診
査
（
医

師
の
判
断
で
選
択
的
に
実
施
）
＝

①
心
電
図
検
査
②
眼
底
検
査
③
血

糖
検
査
④
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

▽
介
護
予
防
健
診
（　

歳
以
上
の

６５

方
）
①
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
②

血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
③
反
復
唾

液 
嚥  
下 
テ
ス
ト
▽
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

え
ん 

げ

検
査
（　

歳
以
上
の
方
）

４０

※
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
受
診
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※　

歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方
は

４０
医
師
が
訪
問
し
て
診
査
し
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
下
さ

い
。

○
費
用　

無
料
（
た
だ
し
、
定
め

ら
れ
た
検
査
以
外
の
検
査
、
治
療

及
び
投
薬
に
要
す
る
費
用
は
自
己

負
担
）

【
２
０
０
８
年
４
月
の
健
康
診
査

に
つ
い
て
】

　

２
０
０
８
年
４
月
か
ら
医
療
保

険
者
に
よ
る
「
特
定
健
康
診
査
」

が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な

い
、
基
本
健
康
診
査
は
３
月
で
終

了
と
な
り
ま
す
。
基
本
健
診
を
受

診
さ
れ
る
方
は
受
診
漏
れ
の
な
い

よ
う
早
め
に
医
療
機
関
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

※
特
に
、
誕
生
月
が
２
月
・
３
月

の
方
は
１
月
か
ら
３
月
の
間
に
受

診
し
て
下
さ
い
（
誕
生
月
が
３
月

の
方
も
４
月
に
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
）
。

○
対
象　

妊
娠　

週
〜　

週
の
初

１６

２７

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

ま
す
。

○
対
象　

接
種
日
現
在
、
生
後
３

か
月
以
上
７
歳
６
か
月
未
満
の
お

子
さ
ん

○
接
種
回
数　

６
週
間
以
上
の
間

隔
で
２
回

○
受
付
・
開
催
時
間　

午
後
１
時

　

分
〜
２
時　

分

４０

４０

【
当
日
お
持
ち
に
な
る
も
の
】

①
既
往
症
健
康
調
査
票
（
発
行
日

か
ら
５
か
月
間
有
効
で
す
。
町
田

市
医
師
会
加
入
の
指
定
医
療
機
関

に
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
う
え
作

成
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
無
料

で
す
。
な
お
、
重
い
病
気
等
の
や

む
を
え
な
い
理
由
で
指
定
医
療
機

関
以
外
に
か
か
っ
て
い
る
場
合

は
、
事
前
に
健
康
課
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。
お
持
ち
に
な
ら
な
い
と
受

付
で
き
ま
せ
ん
）
②
予
診
票
（
お

持
ち
で
な
い
方
に
は
会
場
で
お
渡

し
し
ま
す
）
③
母
子
健
康
手
帳

ポ

リ

オ

□問 健康課11７２５・５４２２ポリオ集団予防接種日程表

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
前

１２

１７

　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

「
乳
が
ん
と
は
…
早
期

発
見
の
大
切
さ
・
自
己
検
査
法
」、

「
生
活
習
慣
病
と
乳
が
ん
を
予
防

す
る
食
生
活
」

○
申
し
込
み　

電
話
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

勉

強

会

乳
が
ん
に
つ
い
て
の

健康づくり講習会日程表
内　容日　時

・メタボリックシンドロームについて、検査値のみかた（医師）
・ダイエット食（栄養士）

１月１６日（水）
１３：３０～１６：００

・食べ方について（栄養士）
・調理実習

１月２３日（水）
９：４５～１２：３０

・個別相談
「私の目標」

１月３０日（水）
午前または午後予約制

・運動の話と実技（運動指導士）
・グループワーク

２月６日（水）
１３：３０～１６：００

・運動の話と実技（運動指導士）
・休養について（保健師）

２月２７日（水）
１３：３０～１６：００

・グループワーク
「何食べる？」「努力の結果は？」

３月１９日（水）
１３：３０～１６：００

【
ダ
イ
エ
ッ
ト
ヘ
ル
シ
ー
６
日
間

コ
ー
ス
】

　

体
格
指
数
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
重　

÷
kg

身
長
m
÷
身
長
m
）
が　

以
上
の

２５

方
を
対
象
に
左
表
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

○
対
象　

血
液
検
査
結
果
が
わ
か

健
康
づ
く
り
講
習
会

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
は
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
遊
び

の
拠
点
、
子
育
て
の
拠
点
と
し

て
、
１
９
９
９
年
５
月
５
日
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
０
〜　

歳
の

１８

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
過
ご

す
こ
と
が

で

き

る

「
み
ん
な

の
『
居
場

所
』
」
と

し
て
、
一

日
平
均
２

５
０
人
の

来
館
者
が
あ
り
ま
す
。

　
　

万
人
目
の
来
館
者
は　

月
２

６０

１１

日
（
金
）
に
訪
れ
た
平
元 
野  
愛 
さ

の 

あ

ん
（
３
歳
）
で
す
。
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
毎
週
金
曜
日
に
行
わ
れ
て

い
る
乳
幼
児
親
子
を
対
象
と
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
キ
ッ
ズ
ア
タ
ッ

ク
」
に
参
加
す
る
た
め
に
来
館
さ

れ
ま
し
た
。

　

野
愛
さ
ん
は
、
皆
か
ら
お
め
で

と
う
と
言
わ
れ
る
と
「
あ
り
が
と

う
！
」
と
ニ
コ
ニ
コ
顔
。
ま
た
、

お
母
さ
ん
は
「
ば
あ
ん
に
は
久
し

ぶ
り
に
来
た
の
に
な
ん
て
幸
運
な

ん
で
し
ょ
う
！
」
と
驚
き
と
喜
び

の
コ
メ
ン
ト
。

　

野
愛
さ
ん
に
、
ば
あ
ん
手
作
り

の
花
束
と
市
か
ら
の
記
念
品
（
メ

ダ
ル
、
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
）
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

 

来
館
者　

万
人
に

60な
り
ま
し
た

　

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

11
７
８
８
・
４
１
８
１　

　

市
で
は
、
現
在
も
発
生
し
て
い

る
麻
し
ん
（
は
し
か
）
対
策
と
し

て
、
緊
急
の
予
防
接
種
を
無
料
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

は
し
か
は
感
染
力
が
強
く
、
感

染
者
の
近
く
に
い
る
免
疫
を
持
た

な
い
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
う

つ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
無
料
実
施

期
間
の
終
了
間
近
で
す
。
ぜ
ひ
接

種
を
受
け
て
下
さ
い
。

○
実
施
期
間　
　

月　

日
（
月
）

１２

３１

ま
で

○
対
象　

市
内
在
住
の
２
歳
〜
中

学
３
年
生
で
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
、

ま
た
は
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
一

度
も
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
麻
し

ん
（
は
し
か
）
に
か
か
っ
た
こ
と

の
な
い
方
（
た
だ
し
、
定
期
予
防

接
種
第
２
期
対
象
者
を
除
く
）

○
接
種
ワ
ク
チ
ン　

麻
し
ん
ワ
ク

チ
ン
供
給
再
開
ま
で
麻
し
ん
・
風

し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン

○
実
施
場
所　

町
田
市
個
別
予
防

接
種
実
施
医
療
機
関
で
診
療
時
間

内
に
行
い
ま
す
。
母
子
手
帳
を
お

持
ち
下
さ
い
。

※
必
ず
事
前
に
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
こ
の
予
防
接
種
は
町
田
市
独
自

の
接
種
の
た
め
、
健
康
被
害
救
済

は
「
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療

機
器
総
合
機
構
法
」
に
よ
り
ま

す
。

○
予
防
接
種
代
金
の
助
成　

４
月

１
日
〜
８
月　

日
の
間
に
上
記
対

３１

象
者
が
自
己
負
担
で
支
払
っ
た
予

防
接
種
料
金
を
全
額
助
成
し
ま

す
。
申
請
受
付
期
間
は　

月　

日

１２

２８

ま
で
で
す
。

※
詳
細
は
健
康
課
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

中中
学学
３３
年年
生生
まま
でで
のの
おお
子子

ささ
んん
でで
麻麻
しし
んん（（
はは
しし
かか
））

予予
防防
接接
種種
をを
未未
接接
種種
のの
方方

はは
ぜぜ
ひひ
接接
種種
をを
受受
けけ
るる
よよ

うう
にに
しし
てて
下下
ささ
いい

※
子
宮
筋
腫
等
で
子
宮
手
術
を
受

け
た
方
は
、
細
胞
が
採
取
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
医

師
と
相
談
の
う
え
、
検
診
を
受
け

て
下
さ
い
。

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
支
払
方
法　

受
診
す
る
際
に
病

・
医
院
に
現
金
で
お
支
払
い
下
さ

い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
○老
 

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
の
窓
口
で
渡
さ
れ
る

受
診
票
で
、
当
日
、
負
担
・
非
負

担
の
届
け
出
を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

【
子
宮
が
ん
検
診
】

○
検
診
内
容　

問
診
、
視
診
、
内

診
、
検
体
採
取
検
査
（
頸
部
）

妊
婦

※　

週
を
超
え
た
方
は
健
康
課
に

２７
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
日
時　

１
月
８
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
２
時　

分
受
付

１０

※
所
要
時
間
約
１
時
間
。

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
歯
科
健
康
診
査
・
歯
科
相

談
、
正
し
い
歯
の
み
が
き
方

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　

電
話
で　

月　

日

１２

１２

か
ら
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
11
７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
１
４

　

急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
の

予
防
接
種
を
右
表
の
日
程
で
行
い

会　 場２回目会　 場１回目
健康福祉会館（原則として住所が原町田・森野・中町
・旭町・玉川学園・南大谷のお子さんが対象です）４月４日（金）健康福祉会館（原則として住所が原町田・森野・中町

・旭町・玉川学園・南大谷のお子さんが対象です）１月９日（水）

南市民センター４月８日（火）南市民センター１月１５日（火） 町田リサイクル文化センター木曽山崎センター
鶴川市民センター（原則として住所が鶴川・
能ケ谷町・広袴・広袴町・三輪町・三輪緑山
・真光寺・真光寺町のお子さんが対象です）

４月１０日（木）
鶴川市民センター（原則として住所が鶴川・
能ケ谷町・広袴・広袴町・三輪町・三輪緑山
・真光寺・真光寺町のお子さんが対象です）

１月１６日（水）

小山市民センター（原則として住所が小山
町・小山ヶ丘周辺のお子さんが対象です）４月１１日（金）小山市民センター（原則として住所が小山

町・小山ヶ丘周辺のお子さんが対象です）１月１７日（木）

健康福祉会館（原則として住所が原町
田・森野・中町・旭町・玉川学園・南
大谷以外のお子さんが対象です）

４月１４日（月）
鶴川市民センター（原則として住所が野
津田町・小野路町・金井・金井町・大蔵
町・薬師台のお子さんが対象です）

１月２２日（火）

木曽山崎センター４月１５日（火）堺市民センター１月２３日（水） 成瀬センター成瀬センター
なるせ駅前市民センター

４月１８日（金）
健康福祉会館（原則として住所が原町
田・森野・中町・旭町・玉川学園・南
大谷以外のお子さんが対象です）

１月２５日（金）
堺市民センター
鶴川市民センター（原則として住所が野
津田町・小野路町・金井・金井町・大蔵
町・薬師台のお子さんが対象です）

４月２２日（火）
なるせ駅前市民センター

１月２８日（月）
町田リサイクル文化センター

健康福祉会館４月２５日（金）健康福祉会館１月３１日（木）
※健康福祉会館・鶴川市民センター・小山市民センターでのポリオ予防接種は混雑を緩和するために日程ごとに対象地区を設定しています。
　ただし、お子さんの体調等により別の日に変更していただいて結構です（健康課への連絡は不要です）。

る
健
康
診
査
結
果
票
（
お
お
む
ね

４
か
月
以
内
の
も
の
）
を
お
持
ち

の
方
で
６
日
間
参
加
で
き
る
方

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２４

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に

１２

２７

電
話
で
健
康
課
（
11
７
２
５
・
５

１
７
８
）
へ
。

※
保
育
ご
希
望
の
方
は
申
し
込
み

時
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

６０万人目の来館者　平元野愛さんとお母さん
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知
的
・
身
体
的
に
障
が
い
の
あ

る
方
が
通
所
す
る
施
設
で
す
。

○
勤
務
期
間　

２
月
１
日
か
ら
６

か
月
間
（
更
新
手
続
き
後
延
長
６

か
月
あ
り
）

○
勤
務
日
時　

月
〜
金
曜
日
、
午

臨

時

職

員

ひ
か
り
療
育
園

【
症
状
】

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
か

ぜ
と
異
な
り
、　

℃
以
上
の
発

３８

熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な

ど
の
全
身
症
状
が
強
く
、
の
ど
の

痛
み
や
咳
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
小
児
で
は
ま
れ
に

肺
炎
や
熱
性
け
い
れ
ん
な
ど
を
併

発
し
た
り
、
高
齢
者
や
呼
吸
器
・

心
臓
な
ど
に
慢
性
の
病
気
が
あ
る

人
は
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

【
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人

の
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
と
共
に
放

出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む

こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
以
下
の
点
に
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

①
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ

　

手
洗
い
、
う
が
い
を
徹
底
す

る
。
ま
た
、
外
出
時
に
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
人
ご
み
を
避
け
る
。

②
体
力
を
つ
け
、
免
疫
力
を
高
め

る
　

十
分
に
睡
眠
を
と
り
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
心
掛
け
る
。

③
室
内
の
環
境
を
整
え
る

　

換
気
に
心
掛
け
、
加
湿
器
な
ど

を
使
っ
て
適
度
な
湿
度
を
保
つ
。

【
予
防
接
種
に
つ
い
て
】

　

流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場

合
の
重
症
化
防
止
に
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を

希
望
す
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

医
と
十
分
相
談
し
て
か
ら
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
、
医

師
に
よ
る
診
察
の
う
え
で
処
方
さ

れ
る
も
の
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
】

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
マ
ス
ク

を
せ
ず
に
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る

と
、
し
ぶ
き
と
共
に
ウ
イ
ル
ス
が

２
ｍ
か
ら
３
ｍ
飛
ぶ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
周
囲
の
人
に

感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
も
「
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

〜
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
〜

①
咳
・
く
し
ゃ
み
の
際
に
は
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ

え
、
周
り
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け

ま
し
ょ
う
。

②
使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
す
ぐ

に
フ
タ
付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま

し
ょ
う
（
咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押

さ
え
た
時
、
手
に
ウ
イ
ル
ス
が
た

く
さ
ん
付
着
し
ま
す
の
で
、
手
洗

い
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
）。

③
咳
な
ど
の
症
状
の
あ
る
人
は
マ

ス
ク
を
正
し
く
着
用
し
、
感
染
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

□問
 

町
田
保
健
所
11
７
２
２
・
０
６

２
１
、
町
田
市
健
康
課
11
７
２
５

・
５
４
７
１

　

町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
入
れ
歯
に
使
用
さ
れ
て
い
る

金
属
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
福
祉
活

動
に
役
立
て
る
事
業
を
は
じ
め
ま

し
た
。

○
寄
付
の
方
法　

①
入
れ
歯
に
熱

湯
を
か
け
て
消
毒
す
る
②
新
聞
紙

な
ど
の
厚
手
の
紙
で
包
み
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
へ
入
れ
る
③
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ

に
投
入
、
ま
た
は
封
筒
に
入
れ
て

同
会
へ
郵
送
す
る

○
回
収
対
象　

金
属
の
つ
い
て
い

る
入
れ
歯
（
歯
に
か
け
る
バ
ネ
が

付
い
て
い
る
も
の
）

※
金
属
の
付
い
て
い
な
い
入
れ
歯

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

○
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
設
置
場
所　

町

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
町
田
市

役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

○
送
り
先
・
問
合
せ
先　

町
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
総
務
係
（
〒　
１９４

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４

－

９

－

８
、
11
７
２
２
・
４
８
９
８
）

へ
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１

３
３
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

　

相
原
町
に
あ
る
真
米
ト
ン
ネ
ル

に
東
京
家
政
学
院
大
学
と
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
、
素
敵

な
壁
画
が
完
成
し
ま
し
た
。
市
で

は
、
こ
の
活
動
に
対
し
て
塗
料
の

一
部
、
塗
装
用
具
、
作
業
足
場
の

設
置
等
の
支
援
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
壁
画
は
、
市
が
進
め
て
い

る
ア
ダ
プ
ト
・
ア
・
ロ
ー
ド
事
業

（
市
民
協
働
で
進
め
る
道
路
環
境

の
改
善
な
ど
の
取
り
組
み
）
の
一

環
と
し
て
、
東
京
家
政
学
院
大
学

と
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で

す
。

　

今
回
の
壁
画
作
成
に
対
し
て

は
、
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
い

た
中
相
原
町
会
か
ら
塗
料
の
一
部

の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、　
１１

月　

日
の
活
動
は
、
中
相
原
地
区

１０
の
子
ど
も
会
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
壁
画
は
、
同
大
学
学

生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
作
品
の
中

か
ら
選
定
さ
れ
た
も
の
で
、
西
側

壁
面
に
は
自
然
豊
か
な
昔
の
相
原

の
風
景
、
東
側
壁
面
に
は
今
の
相

原
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

☆
こ
の
記
事
に
関
連
し
た
情
報
を

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧

下
さ
い
。

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
市
の
組

織
別
分
類
↓
建
設
部
↓
道
路
管
理

課
の
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
ご
覧
に
な

る
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ん
で
下
さ
い
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１

５
１

不
要
に
な
っ
た
入
れ
歯
の

不
要
に
な
っ
た
入
れ
歯
の

ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

トトンンネネルルのの壁壁面面にに
素素敵敵なな相相原原のの風風景景

真米トンネルに
素敵な壁画が
完成しました

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

○
勤
務
場
所　

ひ
か
り
療
育
園

○
勤
務
内
容　

男
性
利
用
者
の
食

事
・
入
浴
・
排
泄
等
の
介
助

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
申
し
込
み　

１
月　

日
ま
で
に

１８

電
話
で
ひ
か
り
療
育
園
（
11
７
９

４
・
０
７
３
０
）
へ
。

　

町
田
市
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

で
は
知
的
障
が
い
児
通
園
施
設
す

み
れ
教
室
の
嘱
託
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

○
資
格　

①
保
育
士
ま
た
は
幼
稚

児
童
指
導
員
（
嘱
託
）

す
み
れ
教
室

園
も
し
く
は
小
・
中
学
校
の
教
員

資
格
を
有
す
る
方
で
障
が
い
児
療

育
の
経
験
が
あ
る
方
②
４
年
制
の

大
学
で
心
理
学
ま
た
は
社
会
福
祉

学
を
専
攻
し
、
卒
業
し
た
方
（
卒

業
見
込
み
含
む
）
③
障
が
い
児
療

育
施
設
に
お
い
て
療
育
経
験
が
あ

る
方

○
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
２
０

０
９
年
３
月　

日
３１

○
勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
で
週
４

日
（
月　

日
、
行
事
等
で
土
・
日

１６

曜
日
、
祝
日
勤
務
含
む
）

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時

○
勤
務
場
所　

す
み
れ
教
室

○
報
酬　

市
基
準
に
基
づ
き
支
給

※
健
康
保
険
、
雇
用
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
有
り
。

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
選
考
方
法　

書
類
・
小
論
文
・

面
接
・
実
技

○
申
し
込
み　

履
歴
書
・
保
育
士

資
格
証
等
の
コ
ピ
ー
及
び
小
論
文

（
応
募
の
動
機
・
自
己
ア
ピ
ー
ル

・
入
所
後
の
抱
負
に
つ
い
て
原
稿

用
紙
８
０
０
字
以
内
）
を
１
月　
２５

日
ま
で
（
必
着
）
に
郵
送
で
す
み

れ
教
室
（
〒　

－

０
０
２
１
、
中

１９４

町
２－

　

－

　

、
11
７
２
６
・
６

１３

１４

５
７
０
）
へ
。

※
応
募
者
に
は
書
類
選
考
の
う

え
、
面
接
日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

障
が
い
を
持
つ
方
と
ふ
れ
あ

い
、
共
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

○
活
動
日
時　

毎
月
２
回
（
日
曜

日
）
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

○
活
動
場
所　

ま
ち
だ
中
央
公
民

館
、
ひ
か
り
療
育
園

※
若
干
の
謝
礼
あ
り
。

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８

・
０
０
７
１

ス

タ

ッ

フ

障
が
い
者
青
年
学
級

○
資
格　

子
ど
も
が
好
き
な
方

○
勤
務
期
間　
　

月　

日
〜
２
０

１２

１７

０
８
年
３
月　

日
３１

○
勤
務
日
時　

原
則
と
し
て
週
２

〜
３
日
、
午
後
１
時　

分
〜
６
時

３０

○
勤
務
内
容　

児
童
館
で
の
受
付

及
び
運
営
補
助

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
申
し
込
み　

電
話
連
絡
の
う
え

履
歴
書
を
お
持
ち
に
な
り
、
直
接

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ
（
11
７
３

９
・
６
７
９
１
）
へ
。

臨

時

職

員

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
清
掃
総
務
課
（
11
７
９
７
・

７
１
１
２
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１２

２０

７
時
〜
９
時

○
会
場　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化

セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室
（
下
小
山

田
町
３
１
６
０
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１８

閉
鎖
等
検
討
委
員
会

第
３
回
町
田
市
廃
棄
物
最
終
処
分
場

自然豊かな相原の風景が描かれました

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に

つ

い

て

〜
ひ
ろ
げ
る
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ひ
ろ
げ
よ
う
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
〜

（
厚
生
労
働
省
標
語
）

【
大
掃
除
の
季
節
で
す
が
…
】

　

下
水
道
は
何
で
も
流
し
て
よ
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
よ

う
な
も
の
を
流
す
と
、
下
水
道
の

機
能
を
損
ね
ま
す
の
で
、
お
や
め

下
さ
い
。

×
生
ゴ
ミ
や
油

×
農
薬
・
殺
虫
剤
な
ど
の
薬
品

×
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど

　

ま
た
、
洗
剤
は
適
量
を
守
り
使

用
す
る
な
ど
、
下
水
の
汚
れ
を
軽

減
す
る
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
飲
食
店
な
ど
の
事
業
者
の
皆
さ

ん
へ
】

　

グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
（
阻
集

器
）
を
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、

定
期
的
に
点
検
・
清
掃
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
清
掃
時

に
発
生
す
る
油
分
・
汚
泥
は
、
下

水
道
に
流
さ
ず
に
「
産
業
廃
棄
物

（
廃
油
及
び
汚
泥
）
」
と
し
て
、

適
正
に
処
分
し
て
下
さ
い
。

　

一
人
ひ
と
り
が
排
水
マ
ナ
ー
を

守
る
こ
と
が
、
水
質
保
全
へ
の
大

ご

協

力

を

下
水
道
の
適
正
使
用
に

き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

水
質
管
理
課
11
７
２
０
・
１
８

２
４

保
存
も
で
き
ま
せ
ん
。
病
院
で

は
、
常
に
新
鮮
な
血
液
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
前

１２

１８

　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市

民
フ
ロ
ア

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５

３
７

献
血
を
行
い
ま
す

町
田
市
役
所
で

　

輸
血
用
血
液
の
需
要
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
医
療
技
術
が
発

達
し
た
現
在
で
も
、
血
液
を
作
る

こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
長
期
間
の

登
録
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

薬
師
台
山
王
塚
公
園
多
目
的
広
場

２
０
０
８
年
度
利
用
団
体

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方
で
構
成
さ
れ
た
少
年
野
球

（
小
学
生
）
ま
た
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
団
体

○
受
付
日
時　

１
月
７
日
（
月
）

〜　

日
（
金
）
午
前
８
時　

分
〜

１１

３０

午
後
５
時

○
受
付
場
所　

公
園
緑
地
課
（
木

曽
庁
舎
）

※
広
場
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
原

則
と
し
て
車
で
の
来
場
は
禁
止
し

ま
す
。

※
登
録
申
請
時
に
は
、
申
請
書

（
公
園
緑
地
課
に
あ
り
ま
す
）
と

申
請
者
の
印
鑑
及
び
構
成
員
名
簿

（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
市
内
在
勤
、
在
学
の
方
は
そ

の
名
称
、
所
在
地
を
明
記
）
が
必

要
で
す
。

□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６

１
１
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最低売却
予定価格
（万円）

建ぺい率／
容積率（％）

用途地域
（※）

登記簿
面積地目所在地物件

番号

１，４５７

４０／８０一低専

１４９．９０㎡
（４５．３４坪）

宅地

町田市下小山田町
字向台４０１４番１７１

１，４３２１５８．４７㎡
（４７．９３坪）

町田市下小山田町
字向台４０１４番２５２

１，８７７１６６．８６㎡
（５０．４７坪）

町田市大蔵町字住
吉３１６２番２４３

２，４７３１９０．２５㎡
（５７．５５坪）

町田市玉川学園五
丁目２３８９番６７４

※一低専：第一種低層住居専用地域

売却予定物件（一覧表）
　諸般の事情により、売却を中止または一部変更する場合もありますのであらかじめご
了承下さい。
　各物件に関する情報は、町田市ホームページ（市政情報「募集案内」→「市有地一般
競争入札」）にも掲載しています。

申
告
に
よ
り
、
市
・
都
民
税
が

減
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

対
象
と
な
る
方
は

申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

　

平
成　

年
か
ら
始
ま
っ
た
税
源

１９

移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が
減
額
と

な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
平
成　

年
か
ら
平
成　

年
末

１１

１８

ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方

で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
額
が
あ
る
方
は
、
申
告
に

よ
り
翌
年
度
の
市
・
都
民
税
（
所

得
割
）
か
ら
控
除
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成　

年
以
降
に
入

１９

居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
受
け
て
い
る
方
は
、
こ
の
控

除
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

　

平
成　

年
度
の
市
・
都
民
税
か

２０

ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受

け
る
た
め
に
は
、
平
成　

年
３
月

２０

　

日
ま
で
に
申
告
が
必
要
に
な
り

１７ま
す
。
ま
た
、
こ
の
制
度
は
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の

２０

２８

各
年
度
の
市
・
都
民
税
に
お
い
て

適
用
さ
れ
ま
す
が
、
適
用
を
受
け

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
多
く
の
方

は
平
成　

年
１
月
か
ら
所
得
税
が

１９

減
り
、
平
成　

年
６
月
か
ら
市
・

１９

都
民
税
が
増
え
て
い
ま
す
。
平
成

る
方
は
、
毎
年
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

○
申
告
方
法

（
１
）
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
な
い
方
…
平
成　

年
分
給
与
所

１９

得
の
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て

「
市
町
村
民
税
・
道
府
県
民
税　

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申

告
書
（
給
与
収
入
の
み
を
有
し
て

お
り
確
定
申
告
書
を
提
出
し
な
い

納
税
者
用
）
」
を
平
成　

年
１
月

２０

１
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

（
２
）
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
る
方
…
確
定
申
告
時
に
「
市
町

村
民
税
・
道
府
県
民
税　

住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書

○
申
告
期
間　

平
成　

年
７
月
１

２０

日
（
火
）
〜
平
成　

年
７
月　

日

２０

３１

（
木
）

○
申
告
方
法　

平
成　

年
１
月
１

１９

日
現
在
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
へ

「
平
成　

年
度
分　

市
町
村
民
税

１９

・
道
府
県
民
税
減
額
申
告
書
」
を

提
出
し
て
下
さ
い
。

□問
 

市
民
税
課
11
７
２
４
・
２
１
１

４
、
７
２
４
・
２
１
１
７

受
付
に
つ
い
て

飼
い
犬
、
飼
い
猫
等
の
避
妊
・

去
勢
手
術
補
助
金
交
付
申
請
の

　

市
で
は
、
飼
い
犬
、
飼
い
猫
等

の
避
妊
・
去
勢
手
術
に
対
す
る
経

費
の
一
部
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
申
請
件
数
が
非
常
に

多
い
た
め
、
新
た
に
補
助
金
交
付

決
定
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
今
年
度
で
こ
れ
か
ら
補
助
金

の
交
付
申
請
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
は
以
下
の
事
項
に
留
意
し
て
申

請
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

○
補
助
金
交
付
決
定
に
つ
い
て

は
、
現
在
補
助
金
交
付
決
定
を
受

け
て
い
る
方
の
申
請
の
取
下
げ
が

行
わ
れ
た
場
合
や
交
付
決
定
の
取

消
し
が
行
わ
れ
た
場
合
の
キ
ャ
ン

講

演

会

忠
生
公
園

【
町
田
の
遺
跡
か
ら
わ
か
る
縄
文

人
と
自
然
】

　

実
際
に
出
土
し
た
土
器
・
石
器

に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１２

１６

９
時　

分
〜　

時　

分
（
雨
天
実

３０

１１

３０

施
）

○
会
場　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

○
講
師　

社
会
教
育
課
・
学
芸
員

○
入
札
参
加
資
格　

個
人
及
び
法

人○
入
札
件
数　

複
数
物
件
参
加
申

し
込
み
で
き
ま
す

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、　

月
下
旬

１２

発
行
予
定
の
「
一
般
競
争
入
札
に

よ
る
市
有
地
売
却
の
案
内
書
」
に

１
、
所
得
税
か
ら
引
き
き
れ
な
か

っ
た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
あ
る
方

申
告
に
よ
り
翌
年
度
の
市
・

都
民
税
か
ら
控
除
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す

セ
ル
等
で
予
算
残
額
が
生
じ
た
場

合
に
行
い
ま
す
。
申
請
書
を
お
預

か
り
し
た
順
番
に
補
助
金
交
付
決

定
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

○
交
付
決
定
通
知
が
あ
る
ま
で
、

補
助
対
象
の
避
妊
・
去
勢
手
術
は

で
き
ま
せ
ん
。

○
補
助
金
交
付
決
定
が
あ
っ
た
場

合
は
、
交
付
決
定
の
日
か
ら
３
か

月
以
内
に
手
術
を
実
施
し
、
請
求

書
・
手
術
完
了
報
告
書
を
環
境
保

全
課
ま
で
送
付
し
て
下
さ
い
。
交

付
決
定
の
日
か
ら
３
か
月
以
降
の

手
術
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

○
キ
ャ
ン
セ
ル
等
が
な
い
場
合

は
、
補
助
金
交
付
決
定
を
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
補
助
金
交
付

決
定
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
年
度

末
ま
で
わ
か
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

補
助
金
交
付
決
定
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
は
、
申
請
書
を
お
返
し

し
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７

１
１

市
が
所
有
し
て
い
る
宅
地
を

市
が
所
有
し
て
い
る
宅
地
を

一
般
競
争
入
札
に
よ
り

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す

売
却
し
ま
す

２
、
平
成　

年
中
に
所
得
が
減
る

１９

等
の
要
因
で
、
所
得
税
が
課
さ
れ

な
く
な
っ
た
方

申
告
に
よ
り
、
平
成　

年
度

１９

市
・
都
民
税
が
還
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

掲
載
し
ま
す
（
案
内
書
の
配
布
場

所
に
つ
い
て
は
、
本
紙
で
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
）
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

□問
 

管
財
課
11
７
２
４
・
２
１
５
１

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に

１２

１５

電
話
で
忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

（
11
７
９
２
・
１
３
２
６
）
へ
。

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

例①　税源移譲により、所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少�

税源移譲前� 税源移譲後�

税源移譲前� 税源移譲後�

所得税額�

所得税額�

所得税額�

所得税額�
が減少�

所得税額�

所得税額�
が減少�

控除しきれ�
ない額�

控除しきれ�
なかった額�

住
宅
ロ
ー
ン�

控
除
可
能
額�

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額�

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額�

所得税から控除し�
きれなかった額を�
市・都民税（所得�
割）から控除する�

納付すべき�
所得税額�

住宅ローン�
控除可能額�

例②　以前から所得税で控除しきれない住宅ローン控除額はあったが、税源移譲に�
　　　よりその額が増加�

【市・都民税控除額】住宅ローン控除可能額－１９年分所得税額�

【市・都民税控除額】税源移譲前の税率で計算した所得税額－１９年分所得税額�

市・都民税控除額�

　

年
分
の
所
得
税
と
平
成　

年
度

１９

１９

の
市
・
都
民
税
（
平
成　

年
中
の

１８

所
得
に
対
す
る
課
税
）
を
合
わ
せ

た
負
担
額
は
、
基
本
的
に
は
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
平
成　

年
中
の
所

１９

得
・
控
除
に
変
動
が
あ
り
、
平
成

　

年
分
の
所
得
税
が
課
さ
れ
な
く

１９な
っ
た
方
は
、
所
得
税
の
税
率
変

更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減
が
さ
れ

ず
、
市
・
都
民
税
の
税
率
変
更
に

よ
る
税
負
担
の
増
額
の
み
影
響
を

受
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
下
表
に
該
当
す
る

方
は
、
申
告
に
よ
り
、
す
で
に
納

付
済
の
平
成　

年
度
の
市
・
都
民

１９

税
の
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に
よ

り
増
加
と
な
っ
た
市
・
都
民
税
相

当
額
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
中
に
亡
く
な

１９

ら
れ
た
方
や
、
平
成　

年
１
月
１

２０

日
現
在
国
内
に
居
住
さ
れ
て
い
な

い
方
に
は
、
こ
の
経
過
措
置
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。

（
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
納
税

者
用
）
」
を
税
務
署
に
提
出
し
て

下
さ
い
。

　

な
お
、
「
市
町
村
民
税
・
道
府

県
民
税　

住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
申
告
書
」
は
現
在
作
成
中

で
す
。
申
告
書
の
配
布
場
所
、
配

布
開
始
日
お
よ
び
受
付
場
所
、
受

付
方
法
に
つ
い
て
は
本
紙
で
追
っ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
申
告
期
限　

平
成　

年
３
月　

２０

１７

日
（
月
）
（
受
付
開
始
日
は
平
成

　

年
２
月
１
日
（
金
）
か
ら
を
予

２０定
し
て
い
ま
す
）

○対象　次の①②の条件を２つとも満たす方

所得税との人的控
除の差額合計額＞①平成１９年度市・都民税の課税所得金

額（申告分離課税所得は除く）

所得税との人的控
除の差額合計額≦②平成２０年度市・都民税の課税所得金

額（申告分離課税所得を含む）

※課税所得金額とは、所得金額から各種所得控除を引いた金額
のことをいいます。
※人的控除とは、障害者控除、寡婦・寡夫控除、勤労学生控
除、配偶者控除・配偶者特別控除、扶養控除、基礎控除のこ
とをいいます。

平成１９年分の所�
得税と平成１９年�
度の市・都民税�
を合わせた負担�
額は、税源移譲�
前と基本的には�
変わりません�

所得や控除に�
変動がない場合�

所得や控除に変動�
があり、平成１９年�
分所得税が非課税�
になった場合�

平成１８年度�
市･都民税�

所得や控除の変動に係る経過措置�

平成１８年分　所得税�

平成１９年度�
市・都民税�

平成１９年分�
所得税�

平成１８年中の�
所得に対して課税�

平成平成１９年度　市年度　市・都民税都民税�平成１９年度　市・都民税�
平成１９年分�
所得税非課税�

還付�税源移譲により増額と�
なった市･都民税額�

還付される場合があります�

申告により�
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介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
し

て
、
高
齢
者
に
配
慮
さ
れ
た
機
器

を
使
用
し
、
専
門
の
知
識
を
有
す

る
ス
タ
ッ
フ
が
、
週
２
回
、
約
３

か
月
間
の
運
動
指
導
を
行
い
ま

す
。

　

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　
　

歳
以
上
の
方
（　

歳

６５

７０

以
上
の
方
歓
迎
）
で
、
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方
。
ま
た
、
原

則
、
全
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
可

能
な
方

※
特
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
初
回
か
ら

連
続
し
て
４
回
以
上
参
加
で
き
る

方
。

○
事
前
説
明
会　

１
月　

日（
金
）

１１

午
前　

時
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
地

１０

下
特
別
会
議
室
で
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

○
定
員　

各
会
場　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

７
５
０
０
円

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に

１２

１７

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

※
抽
選
の
結
果
に
つ
い
て
は　

月
１２

元
気
高
齢
者

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

日
ご
ろ
ま
で
に
郵
送
で
通
知
し

２６ま
す
。

※
持
病
の
あ
る
方
や
医
師
か
ら
運

動
制
限
を
指
導
さ
れ
て
い
る
方

は
、
安
全
の
た
め
参
加
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
本
事
業
に
１
度
参
加
さ
れ
た
方

は
、
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２

１
４
６

元気高齢者筋力トレーニング日程表
トレーニ
ング初日トレーニング時間トレーニング 

曜日（毎週）会場

１月１６日
（水）

午前１０時３０分
　　　～正午

水・日曜日
ワールドウィン
グ町田（森野１
－２５－１９） 午後２時３０分

　　　～４時

１月１８日
（金）

午後１時　　
　～２時３０分

火・金曜日

ワールドウィング
町田アネックス相
模原（相模原市清
新５－２４－１２）

午後２時３０分
　　　～４時

　

趣
味
と
仲
間
づ
く
り
の
た
め
の

楽
し
い
教
養
講
座
（
全
９
回
）
で

す
。

　

右
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

の
方

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
３０○

費
用　

１
回
２
５
０
円
程
度
の

実
費
負
担
あ
り

※
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ

っ
た
と
き
は
、
抽
選
で
す
。

○
申
し
込
み　

右
表
の
中
か
ら
希

望
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
び
、　

月
１２

　

日
正
午
〜　

日
に
町
田
市
コ
ー

１１

１７

ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５
６

５
６
）
へ
。

※
結
果
は　

月　

日
ご
ろ
郵
送
で

１２

２６

高
齢
者
の
た
め
の

わ
く
わ
く
講
座

通
知
し
ま
す
。

※
送
迎
に
つ
い
て
も
（
人
数
に
制

限
あ
り
）
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
前
回
（
８
月
〜　

月
期
）
受
講

１１

さ
れ
た
方
は
、
同
一
講
座
の
連
続

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

□問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
11
７

３
５
・
０
１
５
４
、
町
田
市
高
齢

者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４
６

わくわく講座日程表（１月期～３月期）

会場送迎定員曜日期間プログラム名

小山市民
センターあり１５人月曜日

（毎週）
１月２１日～３月２４日
（２月１１日はお休み）

つるし雛講
座

健康福祉
会館

なし２０人火曜日
（毎週）１月２２日～３月１８日

今昔暮らし
のなるほど
講座

なし２０人木曜日
（毎週）１月２４日～３月２０日俳句講座

あおぞら
会館
（成瀬）

あり２０人金曜日
（毎週）１月２５日～３月２１日脳のトレー

ニング講座

あり１５人火曜日
（毎週）１月２２日～３月１８日発声と歌声

講座

あり１５人水曜日
（毎週）１月２３日～３月１９日癒しの水墨

画講座

あり２０人木曜日
（毎週）

１月２４日～３月２７日
（３月２０日はお休み）

本格大人の
ぬり絵講座

【
「
市
民
力
」
養
成
講
座
】

○
期
日　

１
月　

日
、　

日
、
２

１２

２６

月　

日
、　

日
い
ず
れ
も
土
曜
日

１６

２３

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

分
（
２
月　

日
は
午
後
６
時　

３０

１６

３０

分
〜
９
時　

分
）

３０

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
内
容　

行
政
と
の
「
協
働
・
参

画
」
を
進
め
て
い
く
う
え
で
欠
か

せ
な
い
「
市
民
力
」
の
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
を
図
り
、
新
し
い
公
共
の
あ

り
方
を
考
え
ま
す
。
詳
細
は
、
公

民
館
や
市
内
各
施
設
で
配
布
し
て

い
る
チ
ラ
シ
や
、
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

○
講
師　

（
特
）
男
女
共
同
参
画

お
お
た
理
事
・
牟
田
静
香
氏
ほ
か

【
日
本
国
憲
法
は
時
代
遅
れ
か
】

○
期
日　

１
月　

日
〜
２
月　

日

２９

２６

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

市
民
企
画
講
座

ま
で
の
毎
週
火
曜
日

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
内
容　

普
段
は
あ
ま
り
意
識
し

て
い
な
い
憲
法
に
つ
い
て
、
身
近

な
生
活
を
見
直
す
こ
と
で
考
え
て

い
き
ま
す
。
詳
細
は
、
公
民
館
や

市
内
各
施
設
で
配
布
し
て
い
る
チ

ラ
シ
や
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

○
講
師　

一
橋
大
学
名
誉
教
授
・

杉
原
泰
雄
氏
、
沖
縄
草
の
根
運
動

共
同
代
表
・
外
間
喜
明
氏
、
赤
い

屋
根
・
小
野
浩
氏
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
・
星
野
恵
美
子
氏

◇

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方

○
定
員　

各　

人
（
申
し
込
み

３０

順
）

○
申
し
込
み　
　

月　

日
正
午
か

１２

１１

ら
電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
（
11
７
２
４
・
５
６
５
６
）

へ
。

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８

・
０
０
７
１

【
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
】

　

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
は
、
鮮
や

か
な
色
彩
と
美
し
い
諧
調
が
魅
力

の
版
画
技
法
で
す
。

○
対
象　

未
経
験
者
、
初
心
者
の

方 国
際
版
画
美
術
館

創

作

講

座

○
期
日　

１
月　

日
〜
３
月　

日

１８

２１

（
毎
週
金
曜
日
、
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

分
３０○

会
場　

同
館
・
ア
ト
リ
エ

○
内
容　

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン

（
水
性
イ
ン
ク
に
よ
る
多
色
刷

り
）

○
講
師　

版
画
家
・
天
野
純
治
氏

○
定
員　
　

人
１０

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在

住
、
及
び
過
去
５
年
以
内
に
同
館

主
催
の
講
座
を
受
け
て
い
な
い
方

を
優
先
の
う
え
、
抽
選
し
ま
す
。

○
費
用　

１
万
８
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往

信
面
に
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番
号
・
年

齢
（
講
座
の
内
容
進
行
に
必
要
・

記
入
は
任
意
）
を
明
記
し
て
、　
１２

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
国
際
版

２１
画
美
術
館
普
及
係
（
〒　

－

０
０

１９４

１
３
、
原
町
田
４－

　

－

１
、
11

２８

７
２
６
・
２
８
８
９
）
へ
。

１
月　

日
（
金
）

２５

午
後
６
時　

分
開
演

３０

１
０
０
０
円
、

大
学
生
以
下　

５
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

※
サ
イ
ン
入
り
色
紙
・
バ
ッ
ト
・

ボ
ー
ル
な
ど
豪
華
賞
品
が
当
た
る

抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入

場
で
き
ま
す
。

【　

月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら

１２

１４

３０

電
話
予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田

市
民
ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
・
４
３

０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で

す
。

町
田
市
体
育
協
会
、

（
財
）町
田
市
文
化
・
国
際

交
流
財
団
共
催
事
業

日
本
シ
リ
ー
ズ
優
勝
・
中

日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
監
督

〜
オ
レ
流
〜

落
合
博
満
講
演
会

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

問

町
田
市
民
ホ
ー
ル
1
７
２
８
・
４
３
０
０�

□�

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

（
財
）町
田
市
文
化
・
国
際
交
流

財
団
共
催
事
業

ふ
れ
あ
い
サ
タ
デ
ー
コ
ン
サ

ー
ト

「
は
る
の
う
た
」

合
唱
コ
ン
サ
ー
ト

１
月　

日
（
土
）

１９

午
後
２
時
開
演

○
定
員　

１
８
８
人
（
申
し
込
み

順
）

〈
出
演
〉

コ
ー
ル
・
せ
せ
ら
ぎ
、
混
声
合
唱

団
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、
サ
ル
ビ
ア
合
唱

団
、
ほ
が
ら
か
コ
ー
ラ
ス

〈
予
定
曲
目
〉

 
蝙  
蝠 
の
ワ
ル
ツ
（
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ

こ
う 

も
り

ト
ラ
ウ
ス
作
曲
）
、
夢
み
た
も
の

は
（
木
下
牧
子
作
曲
）
、
森
の
道

（
Ｂ
ｉ
ｘ
ｉ
ｏ
作
曲
）
ほ
か

４
月　

日
（
木
）
・　

日

１７

１８

（
金
）

各
日
と
も
午
後
６
時　

分
開

３０

演３
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

〈
予
定
演
目
〉

　

オ
ペ
ラ
の
楽
し
み
方
が
倍
増
す

る
様
々
な
お
話
を
交
え
な
が
ら
、

オ
ペ
ラ
の
名
曲
・
名
場
面
を
お
送

り
し
ま
す
。

３
月　

日
（
祝
）

２０

午
後
３
時
開
演

３
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
自
由
）

※
小
・
中
学
生
、
高
校
生
無
料
。

た
だ
し
、
入
場
券
が
必
要
で
す
。

〈
出
演
〉

町
田
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
協
会
ソ
リ
ス

ト
＆
ピ
ア
ノ
会
員

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入

場
で
き
ま
す
。

【　

月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら

１２

１３

３０

電
話
予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の

方
は
電
話
で
町

田
市
民
ホ
ー
ル

（
11
７
２
８
・

４
３
０
０
）

へ
。

※
初
日
は
電
話

の
み
の
受
付
で

す
。

白
鳥
の
湖

　

第
二
幕

よ
り
ア
ダ

ー
ジ
オ
、

ナ
ヤ
ー
ダ

と
漁
夫
、

パ
・
ド
・

カ
ト
ル
、

ち
ょ
う
ち
ょ
う
よ
り
ア
ダ
ー
ジ

オ
、
メ
ロ
ー
デ
ィ
ア
、
タ
ン
ゴ
、

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
、
カ
ル
カ
ヴ
ァ
ン

カ
、
�
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
�
よ
り
グ

ラ
ン
・
パ
ほ
か

〈
出
演
〉

千
野
真
沙
美
、
ボ
リ
シ
ョ
イ
＆
ロ

シ
ア
国
立
バ
レ
エ
、
ソ
リ
ス
ト

ほ
か
、
町
田
バ
レ
エ
連
盟
、
バ
レ

エ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

※
や
む
を
得
ぬ
事
情
に
よ
り
上
演

演
目
、
出
演
ダ
ン
サ
ー
が
変
更
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

※
市
制　

周
年
記
念
に
よ
り
、
通

５０

常
料
金
の
約
半
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入

場
で
き
ま
す
。

【　

月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら

１２

１２

３０

電
話
予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田

市
民
ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
・
４
３

０
０
）
へ
。

（特）町田市芸術協会（町田バレエ連盟）、（財）
町田市文化・国際交流財団共催事業
２００８年第８回まちだ全国バレエコンクール開催記念

ボリショイ＆ロシア国立バレエ
ガラ・コンサート

※
や
む
を
得
ぬ
事
情
に
よ
り
曲
目

等
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ

い
。

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入

場
で
き
ま
す
。

【　

月　

日
正
午
か
ら
電
話
予
約

１２

１２

受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４

・
５
６
５
６
）
へ
。

（
特
）町
田
市
芸
術
協
会
（
町
田
シ

テ
ィ
オ
ペ
ラ
協
会
）、（
財
）町
田
市

文
化
・
国
際
交
流
財
団
共
催
事
業

第
３
回

プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
・
ガ
ラ

市制５０周年記念

落合博満氏



２００７．　．　（　） １２ １１１０ お困りのときは　まずお電話を！ 　町田市コールセンター町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６０４２・７２４・５６５６

【
①
多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験

塾
助
成
事
業
「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
講
習
会
」
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
、
在

勤
の
小
学
６
年
生
〜　

歳
の
方

１８

○
日
時　

１
月　

日
〜
３
月　

日

１０

２７

の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
６
時
〜
７

時　

分
（
全　

回
）

３０

１２

○
講
師　

ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
・
犬
飼
剛
亮
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

２
０
０
０
円

【
②
ロ
ッ
ク
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ジ
ョ

ン
〜
ス
ノ
ウ
ブ
ラ
イ
ン
ド
〜
】

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１２

２２

３
時
〜
６
時
（
予
定
）

○
内
容　

バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
「
Ｂ
Ｄ

Ｇ
」
に
よ
る
中
高
生
バ
ン
ド
ラ
イ

ブ【
③
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！
〜
ハ
ッ

ピ
ー
☆
ク
リ
ス
マ
ス
〜
】

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

つ

る

っ

こ

　

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
下

さ
る
方
（
援
助
会
員
・
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

【
保
育
サ
ポ
ー
ト
講
習
会
】

　

下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
講

習
会
修
了
後
、
同
セ
ン
タ
ー
の

「
援
助
会
員
」
と
し
て
登
録
し
、

町
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

子
育
て
の
お
手
伝
い
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

２００７年度　第４回　保育サポート講習会　日程
定　員会　場内　容時　間期　日

各５５人町田市民フォーラム

入会説明会１０：００～１２：００１月２９日（火） 子どもの世話と遊び１３：００～１５：００
保育の心１０：００～１２：００１月３０日（水）

子どもの食事１０：００～１２：００１月３１日（木） 心・体の発育と病気１３：００～１５：００

各３０人健康福祉会館普通救命講習９：００～１２：００２月１日（金）
２月５日（火）

※「普通救命講習」は２月１日、５日のいずれか１回の受講となります。当日は運動しやすい服装でお
いで下さい（スカート不可）。
※会員証に張るためのタテ３㎝×ヨコ２．５㎝の写真（６か月以内撮影）をお持ち下さい。
※保育無。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
期
日　
　

月　

日
（
木
）
〜　

１２

２０

２２

日
（
土
）

○
開
館
時
間　

午
前　

時
（
初
日

１０

は
午
前　

時　

分
）
〜
午
後
５
時

１０

３０

（
最
終
日
は
午
後
４
時　

分
）

３０

※
入
場
は
終
了
時
間
の　

分
前
ま

３０

で
。

○
会
場　

国
際
版
画
美
術
館
・
市

民
展
示
室

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
１
・
０

９
１
２

町
田
市
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

入
居
者
作
品
展
示
会

　

し
ぼ
っ
た
な
た
ね
油
は
４
２
５

ｇ
ビ
ン
１
本
８
０
０
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１２

１５

　

時
〜
午
後
２
時

１０○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池

公
園
駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・

８
３
８
０

な
た
ね
油
し
ぼ
り

実

演

と

販

売

　

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
１

人
１
枚
）
に
教
室
名
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
明

記
し
、　

月　

日
ま
で
（
消
印
有

１２

１８

効
）
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
へ
。

※
市
外
在
住
の
方
は
市
内
の
勤
務

先
・
学
校
名
と
そ
の
所
在
地
を
記

入
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加

者
優
先
の
う
え
抽
選
。

【
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
初
心
者
ネ

オ
テ
ニ
ス
）
体
験
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の　

歳
以
上
の
方

１８

○
期
間　

１
月　

日
〜
２
月　

日

１７

１４

の
毎
週
木
曜
日
（
全
５
回
）

○
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

ネ
オ
テ
ニ
ス
の
基
本
技

術
・
ゲ
ー
ム
等

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

１
７
０
０
円

【
中
高
齢
者
気
功
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の　

歳
以
上
の
方

４０

○
期
間　

１
月　

日
〜
３
月　

日

１５

１８

ス
ポ
ー
ツ
教
室

の
毎
週
火
曜
日
（
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

３
４
０
０
円

【
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ラ
イ
フ
体
操

教
室－

運
動
す
る
楽
し
さ
と
、
豊

か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を－

】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
で
、　

歳
〜　

歳
の
、
こ
れ
か

２０

５０

ら
運
動
を
始
め
よ
う
と
す
る
方

○
期
間　

１
月　

日
〜
３
月　

日

１５

１８

の
毎
週
火
曜
日
（
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

１５

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
内
容　

リ
ズ
ム
体
操
・
ダ
ン
ス

（
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な
ど
）
を
中
心

と
し
た
有
酸
素
運
動

○
定
員　
　

人
３０

○
費
用　

４
４
０
０
円

【
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の　

歳
以
上
の
方

４０

○
期
間　

１
月　

日
〜
３
月　

日

２５

２８

の
毎
週
金
曜
日
（
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
２
時

１５

　

歩
き
や
す
い
履
き
物
と
服
装
で

直
接
集
合
場
所
へ
お
い
で
下
さ

い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
小
学
生
以
上
の
方
及
び
会
員

○
費
用　

１
人
５
０
０
円
、
会
員

２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※　

歳
以
上
の
会
員
は
無
料
。

７５
○
持
ち
物　

弁
当
・
水
筒
・
雨
具

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

直
接
会
場

へ
お
い
で
下

さ
い
。

○
対
象　

市

内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の　

歳
以
上
の
方

１６

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
正
午

１２

２２

〜
午
後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

講
習
会
、
初
心
者
実
技

指
導
（
自
由
練
習
も
可
）

※
貸
し
弓
具
が
必
要
な
方
は
事
前

に
電
話
で
町
田
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

協
会
（
11
７
３
４
・
０
３
２
１
）

へ
。

○
費
用　

６
０
０
円
、
会
員
２
０

０
円
（
当
日
徴
収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の　
１８

歳
以
上
の
方
（
高
校
生
は
除
く
）

及
び
市
テ
ニ
ス
協
会
加
盟
団
体
会

員○
日
時　

１
月　

日
（
日
）
、　

２０

２７

日
（
日
）
、
予
備
日
２
月
３
日

○
会
場　

成
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
種
目　

１
チ
ー
ム
（
男
子
ダ
ブ

ル
ス
２
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
２
、
女

子
ダ
ブ
ル
ス
１
）
の
団
体
戦

※
選
手
が
重
複
出
場
し
た
場
合

は
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
棄
権
」

と
す
る
。

○
試
合
方
法　

原
則
と
し
て
各
チ

ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

○
費
用　

１
チ
ー
ム
１
万
１
０
０

０
円
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
。
当

新
春
テ
ニ
ス
団
体
戦

日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
催

し
名
・
出
場
希
望
日
・
チ
ー
ム
名

・
代
表
者
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
出
場
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢

を
明
記
し
て
、　

月　

日
午
後
５

１２

２５

時
ま
で
（
必
着
）
に
体
育
協
会
事

務
局
へ
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
。

等【
境
川
と
水
道
み
ち
】

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１２

１６

８
時　

分
集
合

５０

○
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
町
田

駅
前

○
コ
ー
ス　

金
森
山
市
民
の
森
〜

富
士
塚
〜
鶴
間
公
園
〜
田
園
都
市

線
南
町
田
駅
前
（
９
㎞
ゴ
ー
ル
）

〜
観
音
寺
〜
下
鶴
間
ふ
る
さ
と
館

〜
東
林
ふ
れ
あ
い
の
森
〜
小
田
急

・
田
園
都
市
線
中
央
林
間
駅
前

（
午
後
３
時
ご
ろ　

㎞
ゴ
ー
ル
）

１５

【
落
葉
の
里
山
散
歩
】

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１２

２２

８
時　

分
集
合

５０

○
集
合
場
所　

小
田
急
線
鶴
川
駅

前
公
園
（
駅
か
ら
徒
歩
３
分
）

○
コ
ー
ス　

袋
橋
〜
自
由
民
権
資

料
館
〜
野
津
田
運
動
公
園
〜
並
木

バ
ス
停
（
８
㎞
ゴ
ー
ル
）
小
野

路
城
址
〜
浅
間
神
社
〜
小
山
田
緑

地
〜
小
山
田
桜
台
バ
ス
停
（
午
後

３
時　

分
ご
ろ　

㎞
ゴ
ー
ル
）

３０

１６

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

室
内
プ
ー
ル
自
主
事
業

【
小
学
生
水
泳
ス
ク
ー
ル
】

　

も
ぐ
れ
な
い
〜
キ
ッ
ク
、
ク
ロ

ー
ル
・
背
泳
ぎ　

ｍ
を
目
指
し
ま

２５

す
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
１
人
１
枚
）
に
教
室
名
・
コ
ー

ス
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
学
年
・
電
話
番
号
・
前
回

の
受
講
月
と
ク
ラ
ス
の
色
・
初
め

て
の
方
は
初
参
加
と
明
記
し
、
分

か
る
範
囲
で
お
子
さ
ん
の
泳
力
も

書
き
、　

月　

日
ま
で
（
消
印
有

１２

１７

効
）
に
室
内
プ
ー
ル
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
抽
選
。

【
小
学
生
Ｃ
コ
ー
ス
】

○
時
間　

午
後
４
時　

分
〜
５
時

３０

　

分
３０【

小
学
生
Ｄ
コ
ー
ス
】

○
時
間　

午
後
５
時　

分
〜
６
時

３０

　

分
３０

◇

○
対
象　

小
学
１
〜
６
年
生
の
初

心
者

○
期
間　

各
コ
ー
ス
１
月　

日
〜

１０

　

日
の
毎
週
木
曜
日
（
全
４
回
）

３１○
会
場　

室
内
プ
ー
ル

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
４０

○
費
用　

３
２
０
０
円

【
知
っ
て
か
ら
決
め
て
も
遅
く
な

い
離
婚
と
い
う
選
択
（
全
２
回
）】

　

も
う
一
度
夫
婦
の
関
係
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

夫
婦
を
考
え
る

セ

ミ

ナ

ー

○
期
日
・
内

容　

１
月　
１８

日
（
金
）
＝

「
夫
婦
関
係

・
離
婚
に
関

す
る
法
律
の
話
（
弁
護
士
・
吉
岡

睦
子
氏
）
」
、　

日
（
金
）
＝

２５

「
結
婚
・
離
婚
に
関
す
る
お
金
の

話
（
社
会
保
険
労
務
士
・
大
矢
さ

よ
子
氏
）
」

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４８

○
申
し
込
み　

電
話
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

※
保
育
（
１
歳
６
か
月
〜
就
学

前
）
を
ご
希
望
の
方
は
申
し
込
み

の
際
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

□問
 

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
11
７

２
３
・
２
９
０
８

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後

１２

２３

３
時
〜
５
時

○
内
容　

子
ど
も
委
員
会
に
よ
る

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
。
館
内
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・
キ
ャ
ン
ド
ル
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

◇

○
申
し
込
み　

①
は　

月　

日
の

１２

１５

午
前　

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話

１０

で
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ

（
11
７
０
８
・
０
２
３
６
）
へ
。

②
③
は
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ

い
。

※
申
し
込
み
は
本
人
ま
た
は
保
護

者
に
限
り
ま
す
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下

さ
い
。

　

本
紙　

月
１
日
号　

面
掲

１２

１０

載
の
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
の

申
込
方
法
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
「
往
復
ハ

ガ
キ
（
１
人
ま
た
は
１
組
１

枚
）
」
と
な
り
ま
す
。
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

□問
 

広
報
広
聴
課
11
７
２
４
・

２
１
０
１

お

詫

び

援
助
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
対
象　

市
内
在
住
で
満　

歳
以

２０

上
の
保
育
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
方

※
妊
婦
の
方
は
、
胎
児
の
安
全
の

た
め
、
受
講
を
ご
遠
慮
下
さ
い
。

○
費
用　

１
４
０
０
円
（
普
通
救

命
講
習
参
加
費
）

○
申
し
込
み　

１
月　

日
ま
で
に

２４

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
セ
ン
タ

ー
（
11
6
７
２
４
・
０
９
０
１
）

へ
。

　

分
３０○

会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
内
容　

日
常
生
活
に
必
要
な
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

３
４
０
０
円
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お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ い �
備 考（対象等）連　　絡　　先費　　　用会　　　　場日　　　　　時催　し　名

１２月１５日午後山崎センターはまなす・星山11０４２－７２６－４９７３５００円健康福祉会館ホール１２月１３日○木 、１月１４日○月 午後１時～４時ダンスパーティー（ダンス大好き、はまなす）
皆歓迎�月３回○金 ○土 開催中�ＥＧＧｓ�・安黒11７２９－５９２５１０００円木曽森野センター音楽室１２月１４日○金 午前１０時～１１時３０分★★ゴスペルでクリスマスを祝おう♪プロの指導有
材料費含みます。栗原11７９９－２９４７１０００円南町田会館ホール１２月１５日○土 午後２時～４時３０分�トールペイント講習　Ｘ’マス又は正月の飾り物。

河上11０４２－７２０－４４５２２０００円町田市民フォーラム和室１２月１５日午後６時～９時町田フラワー・オブ・ライフ　和ヨーガの会
初心者大歓迎風見厚11７２６－６４０９無料成瀬センター１２月１６日○日 午後１時～５時成瀬将棋同好会
民謡歌手による生唄有り町田民踊同好会・赤瀬11７９１－８０５４無料町田市民フォーラム３階１２月１７日○月 午前１１時３０分～午後４時３０分★２００７レクダンス＆日本民踊Ｘマス合同発表会
１月７日もあり石井11０８０－１３６０－８０３６５００円健康福祉会館１２月１７日、２４日、１月５日午後１時�ダンスパーティー　ＳＤＣ石井�　駐車場無
アコーディオン特に歓迎高瀬11０４２－７２２－４５７７無料成瀬センターホール１２月１８日午後１時ハーモニカ合奏「フレンズ」の公開練習会場
問合せ・申込共に２日前迄草間11０８０－３５０２－７２７９３２００円能ケ谷いこい会館１２月１９日、２６日共に昼と夜クリスマス・お正月アレンジメント作りを開催�
着くずれの直し方・男性袴松田11０４２－７９７－７８８６２０００円木曽森野センター１２月２１日午後１時３０分～３時３０分成人式の着付けと帯結び講習会
ミニリースのプリフラセルリア11０９０－６０１８－６２０２（予約）３５００円町田市民フォーラム１２月２１日、１月１１日午前１０時～フラワーアレンジとプリザーブド
リボン居ますミキシング有ライジングサン・金田11７３５－５８１６５００円健康福祉会館１２月２３日○祝 午後１時～４時Ｘ’マスダンスパーティー
お気軽におでかけ下さい滝島11７２９－１１６６３００円木曽山崎センターホール１２月２４日○休 午後１時３０分～社交ダンスパーティー　ステップバイステップ
仲間作り交流会一人参加可松村11０９０－８３０３－３２００５００円健康福祉会館４階１２月２５日○火 、１月２３日○水 午後１時～社交ダンス・フリーパーティー「仲間作りの会」　舞
年令体力などは不問です笠松浪子11０４２－７２３－１１８９無料高ケ坂団地Ｂ５集会所１２月２６日～１月３０日毎週○水 午後２時～高ケ坂気功会　体験見学会　楽しい仲間と気功を！
自由に遊べる場・初めて可きつね・かまがみ116７３６－３３２８無料野津田公園東入口調整池脇１２月２７日、２８日午前１０時３０分～　雨休きつねはらっぱ冒険遊び★鋸や金槌で工作・野遊び
お気軽にご参加下さい岩田11０９０－８４３６－３３１４３００円鶴川市民センターホール１月４日○金 午後６時～９時�ダンスパーティー�　睦月会
参加自由ダンス自主練習会佐藤11０９０－６００３－２３６４３００円小山市民センター１月６日、１３日、２０日午後１時～町田ステップ・社交ダンス自主練習会
初心者の方もどうぞ川村11７３５－１９４２３００円鶴川市民センター２階ホール１月７日、２月４日午後１時３０分～月芙会・高齢者社交ダンスパーティー
初心者の方もどうぞ高瀬11７３４－１８４８３００円鶴川市民センター２階ホール１月１０日、２月７日午後１時３０分～サルビア。高齢者社交ダンスパーティー
子ども同伴OK★初心者歓迎くどう11０７０－６６５２－２５１４（要連絡）無料成瀬が丘ふれあい会館１月１１日、１８日、２５日午前１０時～★★ゴスペルを歌って風邪を吹き飛ばそう！★★
お１人でもどうぞ成田11０４２－７２７－８８０２３００円木曽森野センターホール１月１３日○日 午後６時３０分～くるみ会新春社交ダンスパーティー
参加自由、雨天中止伊藤11７９７－７８９３無料小山田神社集合１月１３日、２月１０日午前８時３０分～市の鳥カワセミの観察会
鎌倉金子11７９１－１９４７　雨天中止１０００円小田急線町田駅西口１月２０日午前８時３０分視覚にハンディのある人たちとのハイキング
生きもの調査・草刈等実施恩田川の会・深見11７２３－１２０２無料恩田川高瀬橋親水広場１月２０日、２月１７日午後２時～恩田川水辺談話室
皆様とご一緒に楽しい一日鈴木11７９２－９２０１（午前中）３００円木曽山崎センター３階ホール１月２３日、２月２７日○水 午後１時３０分中高年社交ダンスパーティーのお誘い　アカシヤ会
★楽しく踊りましょう★★ひまわり・石塚房子11７２２－７８６５３００円健康福祉会館４階　○Ｐ なし１月２４日○木 午後１時３０分～４時★★ひまわり新春ダンスパーティー★★★
湿性植物の保全と管理作業わんどの会・小林11７９７－９２６６無料鶴見川関山橋わんど広場２月９日午前１０時～関山橋わんどのお世話

【市民の広場とは】
　町田市民の皆さんの交流や、仲間づくりをお手伝いするコーナーです。
催しを紹介する「おいで下さい」と、会員募集を掲載する「仲間に」の２
つのコーナーがあります。
【掲載できる活動】
　代表者・連絡先が市内在住者で、市内の公共施設等を利用して行う活
動、もしくは野外で行うハイキング・自然観察会など。講師が自ら生徒を
募集して行う活動、営利を目的とする活動、政治・宗教活動、法人等の活
動、バザー・フリーマーケットなど物品販売を主とする活動、個人宅・宗
教施設・ホテル等を会場とする活動、参加費・月会費が上限（３０００円程

●
南
多
摩
保
健
所
「
患
者
の
声
相

談
窓
口
」

　

医
療
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
／
対
象
＝
市
内
在
住
の
方

／
受
付
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
正
午
〜
午
後
１

時
を
除
く
）
／
内
容
＝
町
田
市
、

日
野
市
、
多
摩
市
、
稲
城
市
の
医

療
機
関
に
関
す
る
相
談
／
電
話
相

談
＝
11
０
４
２
・
３
１
０
・
１
８

４
４
（
来
所
相
談
は
予
約
制
で

す
）

●
町
田
商
工
会
議
所
「
医
療
事
務

講
座
」

　

日
時
＝
１
月　

日
〜
４
月
５
日

２６

の
毎
週
土
曜
日
（
全　

回
）
、
午

１１

前　

時
〜
午
後
４
時
／
会
場
＝
ニ

１０
チ
イ
学
館
町
田
教
室
／
定
員
＝　
１０

人
／
費
用
＝
７
万
８
０
０
０
円
／

申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会
議
所

（
11
７
２
２
・
５
９
５
７
）
へ
。

●
ニ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
花
の
家

【
①
ウ
イ
ン
タ
ー
セ
ー
ル
②
年
内

最
終
日
大
安
売
り
】

　

日
時
＝
①　

月　

日
〜　

日

１２

１０

１４

（
ハ
ボ
タ
ン
、
シ
ク
ラ
メ
ン
ほ
か

の
販
売
）
②　

月　

日
、　

日

１２

２５

２６

（
喫
茶
店
の
営
業
は　

日
ま
で
）、

２５

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分
／
□問
 

１０

３０

花
の
家
11
７
９
７
・
６
０
０
４

●
若
年
者
向
け
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー

　

対
象
＝
お
お
む
ね　

歳
ま
で
の

３０

方
／
日
時
＝　

月　

日
午
後
１
時

１２

２１

〜
４
時　

分
／
会
場
＝
ハ
ロ
ー
ワ

３０

ー
ク
町
田
／
内
容
＝
講
義
（
書
類

の
作
成
・
面
接
対
策
）
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
（
模
擬
面
接
ほ
か
）
／

定
員
＝　

人
／
随
時
就
職
相
談
を

２０

受
け
付
け
て
い
ま
す
／
申
し
込
み

＝
電
話
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
町
田

（
11
７
３
２
・
８
５
６
３
）
へ
。

●
町
田
リ
ス
園
職
員
募
集

　

職
種
＝
①
支
援
ス
タ
ッ
フ
②
飼

育
補
助
員
／
勤
務
日
時
＝
週
３
日

／
内
容
＝
①
障
が
い
者
支
援
と
園

内
業
務
②
飼
育
補
助
業
務
・
園
内

整
備
等
／
人
員
＝
各
１
人
／
□問
 

同

園
11
７
３
４
・
１
０
０
１

●
地
域
介
護
予
防
教
室
「
歯
つ
ら

つ
健
口
教
室
〜
い
つ
ま
で
も
美
味

し
く
好
き
な
も
の
が
食
べ
ら
れ
る

た
め
に
」

　

対
象
＝
お
お
む
ね　

歳
以
上
の

６５

高
齢
者
／
日
時
＝
１
月
８
日
〜
３

月　

日
の
火
曜
日
（
全
６
回
）
、

２５
午
後
２
時
〜
４
時
／
会
場
＝
第
二

清
風
園
（
薬
師
台
）
／
内
容
＝
口

腔
機
能
向
上
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
／
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
／
申
し

込
み
＝
電
話
で
第
二
清
風
園
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
11

７
３
６
・
６
９
０
６
）
へ
。

●
町
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
業

務
パ
ー
ト
職
員
募
集

　

勤
務
日
時
＝
週
２
〜
４
日
で　
１６

時
間
程
度
の
交
代
勤
務
／
勤
務
内

容
＝
施
設
・
駐
車
場
の
管
理
及
び

整
備
等
／
人
員
＝
若
干
名
／
採
用

＝
４
月
１
日
以
降
／
申
し
込
み
＝

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
直
接

１２

２５

ま
た
は
郵
送
で
同
公
社
（
〒　

－１９４

０
０
４
５
、
南
成
瀬
５－

　

、
11

１２

７
２
４
・
１
７
６
８
）
へ
。
書
類

選
考
の
う
え
、
面
接
日
時
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
三
輪
保
育
園
栄
養
士
募
集

　

資
格
＝
栄
養
士
資
格
を
お
持
ち

の
方
／
勤
務
期
間
＝
１
月
か
ら
／

□問
 

同
園
11
０
４
４
・
９
８
７
・
９

８
７
１

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
榛
名
坂
の
お
知

ら
せ

【
作
品
展
】

　

日
時
＝　

月　

日
〜　

日
／
会

１２

１１

２８

場
＝
中
央
図
書
館
／
内
容
＝
利
用

者
の
方
が
製
作
し
た
手
芸
・
書
・

絵
な
ど
の
作
品
展
示

【
職
員
募
集
】

　

職
種
＝
①
ド
ラ
イ
バ
ー
②
看
護

師
③
調
理
ス
タ
ッ
フ
／
勤
務
日
時

＝
①
水
・
木
曜
日
を
含
む
週
３
〜

６
日
、
午
前
８
時　

分
〜　

時
、

３０

１０

午
後
３
時　

分
〜
５
時
②
週
１

３０

日
、
午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

③
週
２
日
程
度
、
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
４
時
／
申
し
込
み
＝
履
歴

書
を
郵
送
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
榛
名

坂
（
〒　

－

０
０
７
２
、
金
井
３

１９５

－

　

－

１
、
11
７
３
７
・
７
１
３

２０
１
）
へ
。

●
玉
川
大
学
公
開
講
座

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
継
続
学

習
セ
ン
タ
ー
（
11
７
３
９
・
８
８

９
５
）
へ
／
講
座
名
＝
０
か
ら
始

め
る
行
政
書
士
試
験
対
策
講
座
／

イ
タ
リ
ア
語
会
話
、
オ
ペ
ラ
上
手

な
楽
し
み
方
講
座
Ⅲ
、
ス
ペ
イ
ン

語
会
話
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
基
本
、
絞

り
染
、
書
道－

漢
字
、
煎
茶
道
入

門
講
座
ほ
か

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１２

１６

　

時　

分
上
映
開
始

１０

３０

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
内
容　

「
よ
い
こ
の
た
の
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
」
「
３
丁
目
物
語
・

冬
」
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
と
ゆ
か

い
な
仲
間
た
ち
」

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３

６
ひ
な
た
村
シ
ア
タ
ー

【
オ
リ
ー
ブ
に
魅
せ
ら
れ
て
】

　

町
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
と
選
挙
管
理
委
員
会
は
身
近
な

話
題
の
講
演
会
を
開
催
し
、
明
る

い
選
挙
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１２

１５

２
時
〜
４
時

○
会
場　

堺
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル○
講
師　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
・
岡
井
路
子
氏

○
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

□問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
11
７

２
４
・
２
１
６
８

し
ろ
ば
ら
講
座

【
文
学
館
で
楽
し
む
お
と
な
の
た

め
の
お
は
な
し
会
】

　

耳
か
ら
聴
く
文
学
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
前

１２

２０

　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

○
会
場　

同
館
大
会
議
室

○
話
し
手　

（
特
）
ま
ち
だ
語
り

手
の
会

【
あ
な
た
の
年
賀
状
を
文
学
館
で

展
示
し
ま
せ
ん
か
】

　

ネ
ズ
ミ
の
絵
を
描
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
１
月
５
日
（
土
）
〜　

日
２７

町
田
市
民
文
学
館

【
①
こ
ろ
こ
ろ
シ
ア
タ
ー
】

○
対
象　

幼
児
か
ら

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
後

１２

１７

３
時　

分
〜
４
時

３０

○
内
容　

「
フ
ァ
ー
ザ
ー
・
ク
リ

ス
マ
ス
」

【
②　

メ
ビ
タ
・
マ
ー
の
お
も
し

Mr.

ろ
ふ
し
ぎ
造
形
工
作
教
室
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ

こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）
午
後

１２

１９

３
時
〜
３
時　

分
と
午
後
４
時
〜

５０

４
時　

分
の
２
回

５０

○
内
容　

「
と
び
出
す
家
を
作

ろ
う
」

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み

１５

順
）

○
費
用　

１
０
０
円

【
③
折
り
紙
遊
び
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１２

２０

３
時　

分
〜
５
時

３０

○
内
容　

「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

の
壁
か
ざ
り
を
折
ろ
う
」

【
④
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１２

２２

２
時
〜
４
時　

分
３０

○
内
容　

楽
し
い
ゲ
ー
ム
と
ス
イ

ー
ツ
作
り

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

１
０
０
円

◇

○
申
し
込
み　

①
③
は
直
接
会
場

へ
お
い
で
下
さ

い
。
②
④
は
直
接

ま
た
は
電
話
で
同

館
（
11
７
１
０
・

１
４
７
５
）
へ
。

（
日
）
ま
で
同
館
サ
ロ
ン
で
展
示

し
ま
す
。
ま
た
、
年
賀
状
を
送
っ

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
ネ
ズ
ミ

の
年
賀
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
対
象　

小
学
生

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
裏
に
ネ
ズ

ミ
の
絵
を
描
い
て
、
住
所
・
氏
名

を
ハ
ガ
キ
表
の
「
差
出
人
欄
」
に

明
記
し
て
、
町
田
市
民
文
学
館

（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４

１９４

－

　

－

　

）
へ
。

１６

１７

□問
 

町
田
市
民
文
学
館
11
７
３
９
・

３
４
２
０

度）を超える活動等は掲載できません。
　所定の申込用紙は、広報広聴課広報係（市役所４階）で配布しています。
　掲載を希望する方は、必ず一度説明を受けたうえでお申し込み下さい。
　この欄に掲載された場合は、町田市ホームページにも掲載されますので
ご了承下さい。
※活動内容の確認やトラブルの解決は、当事者間でお願いします（市は関
与していません）。また、各開催施設へのお問い合わせはご遠慮下さい。
※市民サークルに関しての情報は施設案内予約システム（http://www. 
yoyaku.machida.tokyo.jpまたは各施設の利用端末等）からもご覧にな
れます。
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★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：市立博物館前、東玉川学園１丁目児童

公園、上小山田町はなみずき公園
１時５０分：成瀬台公園
２時　　：柄沢公園
３時１０分：朝日公園、南つくし野やなぎ公園、矢

部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２・６４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階）
※電話相談については11７２６・１３９４へ〈月～金〉

１２／

１１
火

☆市民ホールギャラリー（～１６日　ひこばえ
会・絵画サークル　パステル画・油絵展○問 
ひこばえ会・絵画サークル11０４４・９８８・
９７３３）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
１時５０分：山王塚公園
２時　　：能ケ谷にじの丘公園、武蔵岡住宅
３時　　：金井森の丘公園
３時１０分：鶴川台丘の里公園
３時２０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）１２

水

☆国際版画美術館市民展示室（～１６日　島万
里個展・万墨会２０周年記念展○問 広島11７９１
・２５６２）

○京王閣競輪開催（～１４日　○問 東京都十一市
競輪事業組合11０４２・４８９・１３１１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、完
全予約制のため必ず事前に電話で連絡を＝11０４２
・７２５・２２２５）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：鶴間三角公園、淡島公園、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、都営山崎町アパート公園、

馬場児童公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書
類作成について〉（１時３０分～４時　市民相談室　電話
予約制＝11７２４・２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

１３
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：薬師台青空公園、藤の台住宅管理組合

前
１０時３０分：小山観音谷戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生公園内駐車場
３時１０分：都営八幡平アパート
３時２０分：木曽学童保育クラブ前、シーアイハイ

ツ町田

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）１４

金◎定例教育委員会（午前１０時～　森野分庁舎
○問 教育委員会教育総務課11７２４・２１７２）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

１５
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）
　�外科系　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�栄山医院○内  （金森６１６　11７２２・７４３０）
　�阿南内科医院○内  （原町田６－２９－３　11７２２・６０２６）
　�なるせクリニック○内  （成瀬２２１３－１　11７２１・６６８６）
　�小林クリニック○内 ○小  （能ケ谷町１９１　11７３５・９９９０）
　�小出クリニック○内 ○小 
 （木曽東１－１５－４０　11７２１・２９１８）

１６
日

○江戸川競艇開催（～２１日　○問 東京都六市競
艇事業組合11０３・３６５６・０６４１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

１７
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上宿

公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ケ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階）
※電話相談については11７２６・１３９４へ〈月～金〉

○物忘れ・認知症高齢者等相談（９時３０分～１１時３０分　町
田市福祉サービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

１８
火

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４－２１－４３　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ケ谷戸公園、鶴川さくら病院
１０時３０分：町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅前、

小山市民センター横
３時　　：鶴川駅前五反田公園、三輪沢谷戸かえ

で公園
３時２０分：三ツ目山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階小
会議室　○問 福祉総務課11７２４・２５３７）１９

水

☆市民ホールギャラリー（～２４日　第３３回町
田美術研究所展並びに生徒児童画展○問 町田
美術研究所11７９１・２４４０）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４－２１－４３　11０４２・７８９・０５０２）
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、完
全予約制のため必ず事前に電話で連絡を＝11０４２
・７２５・２２２５）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１時５０分：都営中里橋アパート内公園
２時　　：小野路公会堂
２時３０分：諏訪神社
３時　　：薬師ケ丘住宅、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっ子クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１３日を参照して下さい）
○なんでも健康・栄養相談（９時１５分～１０時３０分　１時１５
分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・５１７８）

２０
木☆国際版画美術館市民展示室（～２２日　町 

田市グループホーム入居者作品展示会○問 濱
田11７９５・２６３４）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
　　・南町田病院　　　　　７９９・６１６１�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�
※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

月・火・木・金・土曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（町田市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分（先着３０人）の予約を受け付けます。�

よく手洗い、うがいをして�
インフルエンザの予防を　�！�町田リス園1734・1001問�□�

町田リス園�

※各種イベントあります�

開園記念日�
12月16日（日）は�
　　小学生まで入園無料�
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�
消臭・臭・消毒・毒・殺菌殺菌�

岩盤浴処�
天照石天照石�
1，500円�お一人様　60分　1，500円�

貸浴着・バスタオル付�（午前中 1，400円）�

浴室の清掃は�
オゾン水で�
消臭・消毒・殺菌�
をしています�

受付時間　9：30～21：30�
看護師相談窓口有り�

鶴川駅から多摩センター行き�
バスに乗り「岩子山」下車�

天照の癒天照の癒�天照の癒�
東京都町田市小野路町1945－6

予約優先予約優先�予約優先�TEL042－737－1426

東　京�東　京�
臨時休業�
１２/３１～１/３�


